
主な内容 フレンドリータウンデイズ 2015
　『阿見の日』が 5月 16日(土 )に開催

鹿島アントラーズ対サンフレッチェ広島
（県立カシマサッカースタジアム）の試合日
に合わせて、町の特産品販売や霞ヶ浦高等学
校チアダンス部による演技、実穀源太同好会
と福田和太鼓会の伝統芸能が披露され、会場
は大盛況となりました。
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まい・あみ・まつり 2015 実行委員会からのお知らせ…

紹介します！平成 27年度の統計調査員さん…

平成 27 年度町職員採用試験案内…

町国際交流協会 17 年目の歩み………
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人と自然が織りなす，輝くまち
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挑戦！阿見町合併 60周年、その先へ

■熱中症にご注意を！　～熱中症は適切な対策をすれば予防できます～
熱中症の予防法
❶体調を整える！　特に睡眠不足や風邪ぎみなど、体調の悪い時は炎天下での長

時間の活動は控え、無理をしないで早めに休憩をしましょう。
❷こまめに水分・塩分補給する！　夏場は汗と一緒に塩分も失われます。体温調整

が十分でない、子ども・高齢者・障害者の人は、ご注意ください。
❸服装に注意する！　通気性の良い服を着て、外出時にはきちんと帽子をかぶり

ましょう。 ▲こまめに水分補給を！

まい・あみ・まつり 2015 実行委員会からのお知らせまい・あみ・まつり 2015 実行委員会からのお知らせ
実行委員会事務局☎888ー1111（173）

ジュニアフェス　子どもたちが、歌や踊りなど多彩
な芸を披露します。個性あふれる子どもたちの演
技をお楽しみください。

マジックショー　世界各地で活躍の若手マジシャン
『ユウリ』によるマジックショーです。華やかな
ステージをお楽しみください！

常陸陣太鼓　陸上自衛隊武器学校の有志が結成した
『常陸陣太鼓』。迫力ある太鼓の音と鮮やかなバチ
さばきをお楽しみください！

アミューズフェス　町内の達人たちがとっておきの
芸を披露します。さまざまな芸を存分にお楽しみ
ください。

8 月 2 日（日）

8 月 1 日（土）
亀城太鼓　まつりの始まりの合図！大人神輿を盛り

上げる迫力の太鼓がストリートに響きます。素晴
らしい演奏をお楽しみください。演奏の合間には
アミゴン Jr『ピース＆さくら』も登場し、ちびっ
こたちも楽しめます。

大人神輿巡行・子どもみこし　はんてん姿の老若男
女が町内自慢の神輿を担ぎ上げ、山車を引き、威
勢のよい掛け声を響かせます。

8 月 1 日（土）

わいわいパレード　子どもたちとアミゴンによる可
愛らしいパレード。アミゴン Jr『ピース＆さくら』
も登場します。一緒に行進してくれた子どもたち
には、すてきなプレゼント♪
今年は大道芸『あしながおじさん』が、風船でい
ろいろなものを作りながら、子どもたちとパレー
ドします。

よさこいソーラン　町内各団体の踊り子が鮮やかで
息のあった舞を披露します。ご期待ください！

盆踊り　町内の団体・企業からなる踊り手が練習の
成果を披露します。曲はおなじみの『阿見音頭』
と『新阿見音頭』の 2 曲構成です。

8 月 2 日（日）

■■■■ステージでの催し■■■■ ■■■■ストリートでの催し■■■■

ステージ式典部会のボランティア募集
▼日時：7 月 31 日（金）～ 8 月 3 日（月）　※時間は応

相談、一部でも可
▼内容：ステージの準備・進行の手伝い・片づけなど
▼申込方法：7 月 17 日（金）までに、電話または直接

上記に申し込む

■■■■ステージ部会からのお知らせ■■■■
■■■■クリーン 3 か条にご協力を！■■■■
まい・あみ・まつりクリーン 3 か条にご協力をお願い
します。
1. ごみの持ち帰りに協力します
2. ごみを指定の場所以外には捨てません
3. ごみを見つけたら指定の場所に捨てます

まい・あみ・アンバサダーオーディション 2015　18
歳以上の阿見町大好き人間が集まります。今年は
3 人をアンバサダー（大使）に選出します。

JA 協賛 地域振興ショー　従来のキャンペーンガール
の枠を超えた、JA 初のアーティスト『nozomi 
ガール NEed』。軽快なボーカル＆ダンスユニッ
トをお楽しみください。

まい・あみ・歌バトル　今回から新たに行うことにな
りました。老若男女が参加する『のど自慢』です。
参加者の歌声に酔いしれてください！

芸能ショー　大変だ！あの有名人が『まい・あみ・ま
つり』に総登場？　皆さん、こうご期待！！

※各催しの時間や内容などの詳細
は、後日配布されるプログラム
にてご確認ください
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あんぜんあんしんのまちづくり

夏の交通事故防止
交通防災課交通防犯係☎888ー1111（276・277）

夏の交通事故防止
これからの時期は、夏特有の解放感などから無謀運転（飲酒運転・スピード超過等）により重大交通事故を引

き起こす危険性が高くなります。また学校が夏休み期間に入り、屋外での活動や家族旅行等レジャーの機会が
増え、児童生徒の交通事故が懸念されます。

7 月 20 日～ 8 月 20 日まで『夏の交通事故防止県民運動』期間となっています。一人ひとりが交通安全につ
いて考え、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの向上、交通事故防止の徹底を図り、安全・安心なまちづく
りを実現しましょう。

平成 26 年中の県内飲酒運転による死者数は 13 人（前年比 7 人増）で、全
国ワースト 3 位となっています。また、平成 26 年中の町内飲酒運転物件交
通事故数は 22 件で、県内ワースト 9 位となっており、人口 10 万人・自動車
1 万台当りに換算しますと県内ワースト第 1位となっています。

暑くなり、祭礼行事など飲酒の機会が多くなります。飲酒運転は非常に悪
質な故意犯です。お酒を飲んだら運転を絶対にしない・させない・許さないこ
とを徹底しましょう。

飲酒運転根絶　～ゼッタイ　しない　させない　許さない～

自転車運転注意　～子どもでも　自転車のったら　社会人～

平成 27 年 6 月 1 日から、自転車運転中に『信号無視』等一定の危険行為を繰り返すと自転車運転講習受講
命令がされ、命令に違反した場合は 5 万円以下の罰金が科せられることとなりました。自転車も『車両』であり、

自転車の安全運転・交通ルールの厳守は、非常に重要なことと注目されています。
夏休み中は、小中学生の自転車事故多発が予想されます。例年、出会い頭の衝

突や安全不確認によるものが多く発生しています。『見通しの悪い場所では必ず止
まり、左右の安全を確認する』『歩行者優先、歩行者に道を譲る』『二人乗り・イヤ

ホンなどの違反行為はしない』等、自転車の安全運転を徹底しましょう。
また、ブレーキ不良、ライト不点灯など自転車の整備・点検が不十分な場合も危

険行為につながります。日頃から自転車の点検整備・反射材用品の活用等、自転車
の安全対策に努めましょう。

子どもと高齢者の交通事故防止　～横断は　いくつになっても　右左～

平成 26 年中の県内小中学生の交通事故死者数は 5 人で、前年比 5 人増となっています。
7 月・8 月は小中学生の交通事故が多くなると予想されます。
事故の形態は発達段階によって異なり、乳幼児では『自動車同乗中』、幼児から小

学校低学年では『歩行中』および『自転車乗用中』、小学生高学年から中学生では『自
転車乗用中』の事故の割合が高くなります。

また、交通事故による死者数については、依然として高齢者の割合が高くなってお
り、歩行中の死傷者数の割合についても高齢者が高い状況になっています。運転手は
歩行者に十分配慮し、歩行者は横断時に必ず右左の安全確認をしましょう。
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とうけいちょうさいんしょうかい

阿見台
山岸　義紘

中郷西
岩月　邦雄

阿見中
地区

23 行政区

➡

中央西
清水　良祐

中央東
大谷　隆義

西方
湯原　弘

宿
湯原　静夫

北
湯原　正人

西郷
糸賀　久

一区南
小平　義一

三区下
八月朔日　英雄

三区上
笠原　稔

鈴木
篠山　義夫

中央北
糸賀　忠

中央南
髙橋　新一

中吉原
宮本　喜一

上吉原
飯塚　昭

大砂
山田　昭一

富士団地
小松　俊夫

上郷
飯田　尚史

一区北
金子　カヲル

二区北
佐藤　勝彦

住吉
石井　洋二

福田
吉田　勉

上本郷
平川　千昌

新山
髙島　和廣

下吉原
青山　茂夫

シンワ
鈴木　進

本郷
鈴木　忠

朝日中
地区

15 行政区

➡

下本郷
下村　茂

一区
岩井　一由

二区南
佐々木　茂文

行政区・氏名（敬称略）

統計調査員さん紹介します！　平成 27 年度の

平成 27年度実施予定の主な調査

▼国勢調査（10 月）

▼労働力調査（6 月～平成 28 年 2 月）

▼毎月勤労統計調査（8 月）
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とうけいちょうさいんしょうかい

曙南
糸賀　士

上条
細田　繁

上長
伊坂　浩

下小池
下村　文男

上小池
大澤　清

寺子
加藤　誠

実穀
中島　佳男

中根
湯原　一茂

青宿
小倉　修

立ノ越
川村　誠

中郷東
山根　峯治

岡崎
野口　正義

筑見
小菅　利男

曙東
尾崎　勝男

白鷺団地
石井　一夫

大室
吉田　栄一

霞台
森下　茂生

廻戸
前島　静雄

新町
吉田　俊一

塙
栗山　昭能

石川
糸賀　秀一

大形
渡邉　雄二

君島
戸之岡　佑一

レイクサイドタウン
青山　秀雄

竹来中
地区

28 行政区

➡

下島津
長塚　卓

上島津
櫻井　博

追原
小松澤　唯一

南平台三丁目
伊藤　正一

南平台二丁目
小林　幹郎

南平台一丁目
高橋　一嘉

竹来
吉田　一男

掛馬
長沼　正男

南島津
大久保　卓幸

●各種統計調査へのご協力をお願いします

飯倉
石引　和夫

飯倉二区
松本　昭治
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まちのざいせいじじょう

町の財政状況を公表します

平成 26 年度

財 政 事 情
町民の皆さんに町政の運営状況についてご理解を深めて

いただくために、平成 26 年度（平成 27 年 3 月 31 日現在）
の各会計予算の収支状況等をお知らせします。

なお、一般会計および特別会計の収支状況は、平成 27
年 3 月 31 日までに発生した債権や債務を整理するための
出納整理期間（平成 27 年 4 月 1 日から 5 月 31 日までの
2 か月間）における収入支出は含まれませんので、決算額 

（最終確定額）とは一致しません。

■一般会計 （単位：千円・％）

■公営企業会計（水道事業） （単位：千円・％） ※収益的：事業の管理・運営に関する収入および支出
をいいます

※資本的：施設の建設・改良などに関する収入および
支出をいいます

※資本的収支の支出に対する収入の不足額は、過年
度分損益勘定留保資金等で補てんします

※消費税・地方消費税を含みます

区 分 予算現額 執行済額 執行割合

収益的
収入 1,170,004 1,172,203 100.2
支出 1,108,427 991,306 89.4

区 分 予算現額 執行済額 執行割合

資本的
収入 171,754 167,456 97.5
支出 639,003 607,951 95.1

歳　入 歳　出
区 分 予算現額 収入済額 収入割合 区 分 予算現額 支出済額 支出割合

町 税 7,319,512 7,126,444 98.6 議会費 150,647 146,634 97.3
地方譲与税 169,800 173,060 101.9 総務費 2,368,937 1,757,959 74.2
地方消費税交付金 528,000 520,929 98.7 民生費 4,723,206 3,274,829 69.3
地方特例交付金 31,673 31,673 100.0 衛生費 1,129,091 960,248 85.0
地方交付税 822,510 814,106 99.0 農林水産業費 400,106 255,195 63.8
分担金及び負担金 221,457 222,370 100.4 商工費 354,729 232,868 65.6
使用料及び手数料 256,402 233,079 90.9 土木費 2,229,476 896,536 40.2
国庫支出金 2,030,935 1,382,040 68.0 消防費 778,654 658,566 84.6
県支出金 1,012,787 370,941 36.6 教育費 1,979,227 1,649,348 83.3
繰入金 121,811 121,651 99.9 災害復旧費 1 0 0.0
繰越金 830,645 830,646 100.0 公債費 1,292,209 1,292,209 100.0
諸収入 411,610 383,076 93.1 諸支出金 328,032 327,752 99.9
町 債 1,810,400 692,600 38.3 予備費 12,475 0 0.0
その他 179,248 188,932 105.4

合 計 15,746,790 13,181,547 87.3 合 計 15,746,790 11,452,144 72.7

■特別会計
会計名 予算現額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

国民健康保険 5,302,650 4,850,593 91.5 4,792,571 90.4
公共下水道事業 3,243,380 1,421,161 43.8 1,422,498 43.9
土地区画整理事業 86,297 95,828 111.0 76,516 88.7
農業集落排水事業 166,411 56,804 34.1 131,071 78.8
介護保険 2,725,334 2,243,172 82.3 2,471,223 90.7
後期高齢者医療 717,536 362,831 50.6 698,316 97.3

合 計 12,241,608 9,030,389 9,592,195

●町債
区 分 年度末現在高

一般会計 12,901,488
特別会計 8,109,297
公共下水道事業 6,950,715
土地区画整理事業 0
農業集落排水事業 1,158,582

公営企業会計（水道事業） 1,121,557
合　計 22,132,342

■町債等の現在高
（単位：千円）

区 分 年度末現在高
財政調整基金 3,720,100
減債基金 373,100
その他の基金 2,149,193
国民健康保険支払準備基金 280,000
公共下水道整備基金 100
農業集落排水事業債減債基金 107,135
介護給付費準備基金 1
土地開発基金（現金） 3,600

合　計 6,903,230

■基金の現在高 （単位：千円）

●一時借入金
なし

※出納整理期間（平成 27
年 4 月・5 月）における借
入額を含みます

（単位：千円・％） ※予算現額（一般会計およ
び特別会計）：当初予算額
に 4 月以降の補正予算
額・予備費充用・費目間の
流用・前年度からの繰越
明許にかかる繰越額など
を増減した後の予算額

※会計それぞれの性質およ
び事業の内容により、そ
の執行状況が異なります

企画財政課財政係☎888ー1111（223・224）

( 平成 27 年 3 月末現在 )
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問い合わせ　〒 300 － 0392 阿見町中央一丁目 1 番 1 号　総務課職員係☎888 － 1111（211・212）

①試験区分・採用予定人数

③ 2 次試験

平
成
27
年
度（
平
成
28
年

4
月
1
日
付
採
用
予
定
）

町
職
員
採
用

試
験
案
内

試験区分 採用予定人数 職務内容

一般事務職 6 人程度 一般事務

一級建築士 1 人程度 建築関係（設計・施工管理等）

口述試験 個別面接による主に人物についての試験

身体検査 職務遂行に必要な健康度を有するかの検査

② 1 次試験

試験方法 択一式および作文の筆記試験。作文は主に文章表
現力等についての試験（※）

試
験
区
分
・
科
目

A
（大学卒）

公務員として必要な大学で履修した程度の一般的
知識・知能。社会科学・人文科学・自然科学・判断推
理・文章理解（英語を含む）・数的処理・資料解釈

B
（短大・高
校卒など）

公務員として必要な高等学校で履修した程度の
一般的知識・知能。国語・社会・理科・数学・判断推理・
文章理解（英語を含む）・数的処理・資料解釈

④試験日・試験場および合格者の発表
区　分 1次試験 2次試験
期　日 9 月 20 日（日） 10 月下旬ごろ

試験場 茨城大学（水戸市文
京 2 丁目 1 番 1 号）

1 次試験合格者
に通知します

合格者
の発表

10 月上旬ごろ、
本人に通知します

12 月中に、
本人に通知します

⑤新卒者給料

初任給（平成 27年 4月現在）

高校卒 短大卒 大学卒

142,100 円 154,800 円 174,200 円

▼学校卒業後一定の経験年数がある人は、上記金額
に一定額が加算されます

▼給料のほか、扶養・住居・通勤・時間外勤務・期末・
勤勉手当が支給されます

※　1次試験の合否判定は筆記試験のみで判定し、
作文は 2次試験の合否判定資料とします

ま
す
。
例
え
ば
、
学
校
卒
業
直
後
に

採
用
さ
れ
た
場
合
は
下
表
⑤
の
と
お

り
。

■
受
験
手
続
・
受
付
期
間

●
申
込
用
紙
の
請
求

▼
申
込
用
紙
は
総
務
課
に
直
接
ま
た

は
郵
送
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い

▼
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
『
職
員
採
用
試
験
申
込
用

紙
請
求
』
と
朱
書
き
し
、
あ
て
先

を
明
記
し
て
1
2
0
円
切
手
を
貼

っ
た
返
信
用
封
筒
（
角
型
2
号
）

お
よ
び
最
終
学
歴
（
見
込
含
む
）・

希
望
職
種
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
住

所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
た
書
類

を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い

▼
総
務
課
の
窓
口
で
直
接
請
求
す

る
場
合
は
、
最
終
学
歴
（
見
込

含
む
）・
希
望
職
種
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
住
所
・
電
話
番
号
を
受
付

簿
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す

▼
申
込
用
紙
は
、
一
人
一
枚
の
み
の

交
付
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

●
申
込
期
間

▼
7
月
1
日（
水
）〜
31
日（
金
）　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

▼
郵
送
は
、
7
月
31
日（
金
）ま
で

に
必
着

●
申
込
方
法

総
務
課
に
申
込
書
を
1
部
提
出
。

受
験
料
不
要
。
受
験
申
込
者
に
は
受

験
票
を
交
付
し
ま
す
。

管
理
等
の
職
務
経
験
を
5
年
以
上

有
し
、こ
れ
を
証
明
で
き
る
人（
経

験
年
数
計
算
の
基
準
日
は
平
成
27

年
6
月
30
日
現
在
）

▼
年
齢	

昭
和
50
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人

■
欠
格
事
項

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

▼
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

▼
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

▼
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
る
ま
で
の
人

▼
本
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処

分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら

2
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人

▼
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成

立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る

こ
と
を
主
張
す
る
政
党
、
そ
の
他

団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ
れ
に

加
入
し
た
人

■
試
験
の
方
法

試
験
は
、
1
次
試
験
・
2
次
試
験

お
よ
び
身
上
調
査
と
し
、
2
次
試
験

は
1
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
て
の

み
行
い
ま
す
。
身
上
調
査
は
、
受
験

資
格
の
有
無
お
よ
び
申
込
書
記
載
事

項
の
真
否
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

試
験
の
内
容
・
期
日
・
場
所
等
は
下

表
②
〜
④
の
と
お
り
。

■
給
与

給
与
は
、
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
・
規
則
に
基
づ
き
支
給
さ
れ

■
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数

下
表
①
の
と
お
り
。

■
受
験
資
格

健
康
状
態
が
正
常
で
、
募
集
区
分

ご
と
に
次
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

（
町
外
居
住
者
も
受
験
で
き
ま
す
）。

●
一
般
事
務
職

▼
学
歴	

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学

歴
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平
成
28

年
3
月
卒
業
見
込
の
人

▼
年
齢	

昭
和
50
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人

※
阿
見
町
で
は
、
行
政
課
題
の
複
雑

化
・
多
様
化
・
専
門
化
の
進
展
に
適

切
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

新
規
卒
業
者
を
募
集
す
る
と
と
も

に
、
民
間
企
業
等
の
職
務
経
験
で

培
わ
れ
た
コ
ス
ト
意
識
・
経
営
感

覚
・
高
い
専
門
性
・
柔
軟
な
発
想
力

な
ど
を
有
す
る
人
材
を
求
め
ま
す

（
特
に
必
要
と
し
て
い
る
職
務
経

験
の
事
例
：
土
木
設
計
・
施
工
管
理

な
ど
）

●
一
級
建
築
士

▼
学
歴	

一
級
建
築
士
の
資
格
を
有

す
る
人
で
、
民
間
企
業
等
に
お
い

て
、
一
級
建
築
士
（
正
社
員
等
）

と
し
て
建
築
関
係
の
設
計
、
施
工

まちしょくいんぼしゅう
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町村合併 60周年記念特別寄稿

町
村
合
併
60
周
年
を
迎
え
て

町
村
合
併
60
周
年
記
念
特
別
寄
稿

を
共
有
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
す
が
、
現
実
に
は
個
人

の
生
活
が
優
先
さ
れ
て
、
人
と
人
の

つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
町
内
で
も
ア
パ
ー

ト
な
ど
が
増
え
て
地
域
と
交
流
し

な
い
住
民
も
多
く
な
っ
て
い
る
と

聞
き
ま
す
。

平
成
23
年
に
東
日
本
大
震
災
が

あ
り
、
そ
の
頃
か
ら
「
絆
」
と
い
う

言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
、
改
め
て
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
が
再
認
識

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

私
が
住
む
君
原
地
区
に
は
昔
な

が
ら
の
近
所
づ
き
あ
い
が
残
っ
て
い

ま
す
。
班
（
組
合
と
い
う
）
で
は
、

毎
月
各
家
持
ち
回
り
で
全
世
帯
が

参
加
す
る「
寄
合
」を
行
っ
て
い
て
、

区
か
ら
の
連
絡
事
項
を
伝
え
る
場

で
あ
り
、
協
議
が
必
要
な
時
に
は

全
員
で
話
し
合
い
ま
す
。（
酒
が
入

っ
て
議
論
が
過
熱
す
る
と
き
も
あ

り
ま
す
が
︰
︰
）

し
か
し
、
私
の
周
辺
で
も
寄
合

を
維
持
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
く

な
り
ま
し
た
。我
が
家
を
考
え
て
も
、

子
供
が
家
を
離
れ
て
い
る
の
で
、
将

来
は
心
細
い
ば
か
り
で
す
。
寄
合
は

貴
重
な
価
値
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

す
が
、
存
続
す
る
こ
と
が
大
変
困
難

な
時
期
に
来
て
い
る
の
で
す
。

阿
見
町
第
6
次
総
合
計
画
で
は
、

「
人
が
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

基
本
目
標
と
し
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

N
P
O
な
ど
多
様
な
主
体
が
参
画
す

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
福
祉
計
画
を

作
成
し
て
、
地
域
で
支
え
あ
う
仕

組
み
づ
く
り
の
構
築
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

筑
見
地
区
自
治
会
は
、
地
区
の

高
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
危
機
感

を
持
ち
、
全
国
的
に
も
先
駆
け
て

「
筑
見
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、
買

い
物
の
足
を
確
保
す
る
「
つ
く
み
乗

り
合
い
」
事
業
、
交
遊
サ
ロ
ン
「
筑

見
ふ
れ
あ
い
館
」
事
業
な
ど
に
よ

り
、
支
え
あ
い
・
助
け
合
い
の
あ
る

ま
ち
、
み
ん
な
で
ふ
れ
あ
い
の
場

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
筑
見
地
区
ま
ち
づ
く
り
モ

デ
ル
は
、「
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

町
で
は
定
住
促
進
の
た
め
、
子

育
て
支
援
な
ど
の
施
策
を
重
点
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
を
守
る

活
動
に
対
す
る
支
援
に
も
力
を
入
れ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
現
在
60
歳
で
す
。
阿
見
町

で
生
ま
れ
て
60
年
間
の
ほ
と
ん
ど

を
阿
見
町
で
暮
ら
し
て
き
ま
し
た

の
で
、
町
村
合
併
し
て
60
年
を
迎

え
る
阿
見
町
と
同
じ
時
期
を
歩
ん

で
き
ま
し
た
。

私
が
育
っ
た
君
原
地
区
は
農
家
が

多
く
、
私
の
家
も
農
業
を
し
て
い
て

貧
し
い
生
活
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。
農
繁
期
に
は
両
親
が
暗
く
な

る
ま
で
働
く
の
を
見
て
育
ち
ま
し
た
。

小
学
校
に
入
る
頃
に
な
る
と
、

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
我
が
家
も
テ
レ
ビ

を
購
入
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
影
響

か
ら
何
か
と
欲
し
い
も
の
、
手
に
入

れ
た
い
も
の
が
多
く
な
り
よ
く
親
に

ね
だ
り
ま
し
た
。
両
親
の
私
に
対
す

る
教
え
は
、「
ク
ラ
ス
の
半
分
以
上

が
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
ら
買
っ
て
あ

げ
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
我
慢
し
な
さ

い
。」
で
し
た
。
買
っ
て
も
ら
え
る

ま
で
、
待
ち
遠
し
か
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
昭
和
30
年
代
の
阿
見

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
家
庭
が
多
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

町
村
合
併
後
の
阿
見
町
は
、
土

地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
住
宅
開
発

や
3
つ
の
工
業
団
地
の
造
成
、
ま
た

都
市
計
画
道
路
や
上
下
水
道
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
積
極
的
に
進
め
ま

し
た
。
人
口
が
増
え
る
と
と
も
に
、

阿
見
第
一
・
第
二
小
学
校
、
朝
日
・

竹
来
中
学
校
が
新
た
に
開
校
し
、
ま

た
県
立
医
療
大
学
と
付
属
病
院
も
開

設
し
ま
し
た
。総
合
保
健
福
祉
会
館
、

東
京
医
大
茨
城
医
療
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
て
医
療
福
祉
施
策
が
充
実
し
て

い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
商
業
施
設

が
増
え
、
さ
ら
に
プ
レ
ミ
ア
ム
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
も
立
地
し
ま
し
た
。

阿
見
町
は
利
便
性
が
高
い
上
に
、

霞
ヶ
浦
や
平
地
林
な
ど
、
水
と
緑

が
豊
富
な
暮
ら
し
や
す
い
町
に
な

り
ま
し
た
。

現
在
は
豊
か
な
社
会
に
な
り
ま

し
た
が
、
全
国
で
は
少
子
高
齢
化
よ

っ
て
限
界
集
落
と
言
わ
れ
る
地
域
社

会
が
成
り
立
た
な
い
問
題
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
し
、
最
近
で
は
「
地
方
消

滅
」
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
内
容

の
本
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

阿
見
町
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

荒
川
沖
駅
に
近
い
新
市
街
地
で
は
住

宅
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
過

疎
化
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
区

が
あ
り
、
町
内
で
も
格
差
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
し

て
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
が
危
機
感

坪
田
匡
弘
さ
ん

昭
和
54
年
〜
平
成
27
年
ま
で
、

阿
見
町
職
員
と
し
て
勤
務
。

阿
見
町
第
5
次
総
合
計
画
、
第

6
次
総
合
計
画
の
策
定
や
町
民
活

動
セ
ン
タ
ー
設
立
な
ど
の
業
務
に

従
事
し
た
。

追
原
　
　
坪
田
　
匡
弘

■
昭
和
時
代
の
町
の
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す

町
の
移
り
変
わ
り
が
わ
か
る
写
真

と
し
て
昭
和
時
代
の
写
真
を
町
民
の

皆
さ
ま
か
ら
募
集
し
ま
す
（
合
併
60

周
年
記
念
式
典
な
ど
に
使
用
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
）。

▼
応
募
期
間	

9
月
30
日
（
水
）ま
で

▼
応
募
条
件	

▼
い
つ
頃
に
撮
影
さ

れ
た
か
が
わ
か
る
▼
撮
影
場
所
が

特
定
で
き
る

▼
応
募
方
法	

写
真
を
直
接
左
記
に

持
参
す
る

▼
そ
の
他	

▼
写
真
は
デ
ー
タ
化
し

た
後
、
原
則
そ
の
場
で
ご
返
却
し

ま
す
▼
写
真
を
部
分
的
に
使
用
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
▼
写
真
デ
ー

タ
に
関
す
る
著
作
権
や
そ
の
他
一

切
の
権
利
は
、
町
に
移
転
す
る
こ

と
に
同
意
し
て
い
た
だ
き
ま
す

▼
問
合
せ	

秘
書
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
8
1
）

▲昭和 46 年の阿見小学校周辺



9　人と自然が織りなす，輝くまち

各種予防接種
はお済みですか？

健康づくり課保健予防係( 総合保健福祉会館内 ) ☎888ー2940

麻しん風しん混合予防接種は、第１期（1 歳～ 2 歳未満）と第 2 期（年長児）の 2 回接種が必要です。まだ
接種がお済みでない人は、早めに接種を受けてください。
▼接種対象期間
第 1期：1 歳～ 2 歳未満の 1 年間
第 2期：平成 21 年 4 月 2 日～平成 22 年 4 月 1 日生まれのお子さんで就学前の 1 年間（平成 27 年 4 月

1 日～平成 27 年 3 月 31 日）

麻しん風しん混合

予防接種の受け方

茨城県内の予防接種協力医療機関に事前に予約をし、「予防接種予診票」「母子健康手帳」「保険証」を持参して、
接種してください。予診票を使用することで、費用は無料となります。接種対象の人で、お手元に予診票がない
場合は発行いたしますので、保護者が母子健康手帳と印鑑を持参のうえ、健康づくり課窓口にお越しください。
※転出間際の予防接種を予定されている人は、健康づくり課までお問い合わせください

2 種混合（ジフテリア・破傷風）

2 種混合予防接種は幼少期に接種した 3 種混合（ジフテリア・百日咳・破傷風）でついた基礎免疫を強くする
ために、11 歳以上 13 歳未満のお子さんに行う予防接種です。小学校 6 年生の保護者には 4 月に予診票と案
内を送付しましたのでご確認ください。

日本脳炎

日本脳炎予防接種は日本脳炎の予防接種後に重い病気になった事例をきっかけに、平成 17 年度から平成
21 年度まで日本脳炎の予防接種のご案内を行いませんでした。その後、新しいワクチンが開発され、現在は
日本脳炎の予防接種を通常通り受けられるようになっています。

日本脳炎の予防接種は 1 期（3 歳以上 7 歳半未満）を 3 回、および 2 期（9 歳以上 13 歳未満）を 1 回の合
計 4 回の接種で接種完了となります。

平成 7 年 4 月 2 日～平成 19 年 4 月 1 日生まれで、日本脳炎の予防接種 1 期 2 期の接種が完了していない
人は 20 歳未満までの間、接種を受けることができます。母子健康手帳で接種歴を確認し、不足している場合
は接種を受けてください。なお、不足分の接種スケジュールについては、医師とご相談ください。

平成 26 年 10 月 1 日から水痘（みずぼうそう）予防接種が、定期予防接種になりました。接種対象年齢は 1
～ 3 歳未満の人で、接種回数は初回と追加の合計 2 回の接種となります。なお、接種前に水痘（みすぼうそう）
にかかったことがある人は接種の必要はありません。
▼接種対象年齢：1 ～ 3 歳未満
▼接種回数：初回（1 回目）と追加（2 回目）の 2 回　※定期予防接種となる前に、任意で接種した分につい

ては接種回数に含まれ、2 回を超えての接種はできません
▼接種間隔：初回（1 回目）接種後、3 か月以上の間隔をおいて（標準的には 6 か月～ 12 か月後に）追加
（2 回目）を接種する　※ 3 歳未満までに追加（2 回目）を接種できない場合は、初回（1 回目）のみで定期
接種は終了となります

水痘（みずぼうそう）

じぶんでまもる じぶんのけんこう
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なくそう

高齢者への虐待
高齢者の虐待を地域で防ごう

者
本
人
が
家
族
に
遠
慮
し
た
り
、

世
間
体
を
気
に
し
た
り
し
て
、
虐

待
の
事
実
が
わ
か
り
づ
ら
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
虐

待
防
止
法
で
は
、『
虐
待
を
受
け

た
と
思
わ
れ
る
高
齢
者
を
発
見
し

た
人
は
、
市
町
村
の
相
談
窓
口
に

通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

虐
待
の
背
景
に
は
、
高
齢
者
本

人
と
養
護
者
・
家
族
と
の
人
間
関

係
、
過
重
な
介
護
負
担
、
認
知
症

介
護
の
困
難
、
地
域
社
会
で
の
家

族
の
孤
立
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
あ
り
、
往
々
に
し
て
そ
れ
ら
が

絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。
1
人
で
悩

ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
お
よ
び
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
虐
待
の
通
報
や
相

談
を
受
け
た
場
合
、
高
齢
者
の
状

況
を
確
認
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係

機
関
と
連
携
し
て
家
族
や
高
齢
者

本
人
に
必
要
な
支
援
を
行
い
ま

す
。

●
社
会
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
☎

8
8
8
ー

1
1
1
1
（
1
6
2
）

●
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）☎

8
8
7
ー

8
1
2
4

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
環
境

の
中
で
、
意
思
が
尊
重
さ

れ
、
尊
厳
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ

と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
人
の
孤
立
や
介
護
疲
れ
、
ス

ト
レ
ス
が
原
因
に
よ
る
高
齢
者
へ

の
虐
待
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
高
齢
者
虐
待
の
こ
と
を
知

り
、
見
守
り
、
気
づ
く
こ
と
で
、

虐
待
の
起
こ
ら
な
い
地
域
づ
く
り

を
お
願
い
し
ま
す
。

何
が
虐
待
か
は
、
人
に
よ
っ
て

考
え
方
が
ま
ち
ま
ち
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
に
虐
待

を
発
見
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
次
の
5
つ
を
「
虐
待
」
と
捉

え
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

❶
身
体
的
虐
待

暴
力
的
行
為
な
ど
で
、
身
体
に

あ
ざ
、
痛
み
を
与
え
る
行
為
や
、

外
部
と
の
接
触
を
意
図
的
・
継
続

的
に
遮
断
す
る
行
為
。

▼
具
体
的
な
例
：
▽
平
手
打
ち
を

す
る
、
つ
ね
る
、
殴
る
、
蹴
る
、

無
理
や
り
食
事
を
口
に
入
れ

る
、
や
け
ど
・
打
撲
さ
せ
る
▽

ベ
ッ
ド
に
縛
り
付
け
た
り
、
意

図
的
に
薬
を
過
剰
に
服
用
さ
せ

た
り
し
て
、
身
体
を
拘
束
・
抑

社会福祉課高齢福祉係☎888ー1111（162）

に
恥
を
か
か
せ
る
▽
ど
な
る
、

の
の
し
る
、
悪
口
を
言
う
▽
侮

辱
を
込
め
て
子
ど
も
の
よ
う
に

扱
う
▽
高
齢
者
が
話
し
か
け
て

い
る
の
を
意
図
的
に
無
視
す
る

ー
な
ど

❹
性
的
虐
待

本
人
と
の
間
で
合
意
が
形
成
さ

れ
て
い
な
い
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の

性
的
な
行
為
ま
た
は
そ
の
強
要
。

▼
具
体
的
な
例
：
▽
排
せ
つ
の
失

敗
に
対
し
て
懲
罰
的
に
下
半
身

を
裸
に
し
て
放
置
す
る
▽
キ

ス
、
性
器
へ
の
接
触
、
性
的
関

係
を
強
要
す
る
ー
な
ど

❺
経
済
的
虐
待

本
人
の
合
意
な
し
に
財
産
や
金

銭
を
使
用
し
、
本
人
の
希
望
す
る

金
銭
の
使
用
を
理
由
な
く
制
限
す

る
こ
と
。

▼
具
体
的
な
例
：
▽
日
常
生
活
に

必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な
い
／
使

わ
せ
な
い
▽
本
人
の
自
宅
等
を

無
断
で
売
却
す
る
▽
年
金
や
預

貯
金
を
本
人
の
意
思
・
利
益
に

反
し
て
使
用
す
る
ー
な
ど

高
齢
者
へ
の
虐
待
は
、
虐
待
を

行
っ
て
い
る
人
に
自
覚
が
な
か
っ

た
り
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢

制
す
る
ー
な
ど

❷
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

意
図
的
で
あ
る
か
結
果
的
で
あ

る
か
を
問
わ
ず
、
介
護
や
生
活
の

世
話
を
行
っ
て
い
る
家
族
が
、
そ

の
提
供
を
放
棄
ま
た
は
放
任
し
、

高
齢
者
の
生
活
環
境
や
高
齢
者
自

身
の
身
体
・
精
神
的
状
態
を
悪
化

さ
せ
て
い
る
こ
と
。

▼
具
体
的
な
例
：
▽
入
浴
し
て
お

ら
ず
異
臭
が
す
る
、
髪
が
伸
び

放
題
だ
っ
た
り
、
皮
ふ
が
汚
れ

て
い
る
▽
水
分
や
食
事
を
十
分

に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

で
、
空
腹
状
態
が
長
時
間
に
わ

た
っ
て
続
い
た
り
、
脱
水
症
状

や
栄
養
失
調
の
状
態
に
あ
る
▽

室
内
に
ご
み
を
放
置
す
る
な

ど
、
劣
悪
な
住
環
境
の
中
で
生

活
さ
せ
る
▽
高
齢
者
本
人
が
必

要
と
す
る
介
護
・
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
相
応
の
理
由
な
く
制
限
し

た
り
使
わ
せ
な
い
▽
同
居
人
に

よ
る
高
齢
者
虐
待
と
同
様
の
行

為
を
放
置
す
る
ー
な
ど

❸
心
理
的
虐
待

脅
し
や
侮
辱
な
ど
の
言
葉
や
威

圧
的
な
態
度
、
無
視
、
嫌
が
ら
せ

等
に
よ
っ
て
精
神
的
・
情
緒
的
苦

痛
を
与
え
る
こ
と
。

▼
具
体
的
な
例
：
▽
排
せ
つ
の
失

敗
を
嘲
笑
し
た
り
、
そ
れ
を
人

前
で
話
す
な
ど
に
よ
り
高
齢
者

虐
待
と
は
何
か
？

虐
待
の
防
止
と

早
期
発
見
の
た
め
に

相
談
や
通
報
を

お
願
い
し
ま
す

フレンドリータウンデイズこうれいしゃへのぎゃくたいぼうし
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かんきょうをたいせつに

夏の環境学習
身近な自然とのふれあい

夏の環境学習
環境政策課☎888ー1111（116）

地球温暖化防止のためには、省エネルギー対策による CO2 の排出削減が重要です。
特に夏場は電気使用量が多くなります。日常生活に支障のない範囲で節電に心がけ、省エネ活動にご協力

をお願いします。

夏の省エネキャンペーン　9月 30日（水）まで

うら谷津（やつ）とは、上長地内にある自然豊かな里山の名称です。
▼日 時：7 月 26 日（日）　午前 8 時 30 分～正午
▼内 容：植物や野鳥の観察、昆虫の採集などの自然体験
▼集合場所：上長 911 番地付近（申込者には詳細図を送付します）
▼行 き 先：うら谷津周辺
▼対 象：小学生（3 年生以下は保護者の同伴をお願いします）
▼募集人数：25 人（定員で締切）
▼参 加 料：無料
▼持 参 品：飲み物・帽子・タオル・筆記用具など
▼申込方法：７月 17 日（金）までに、直接下記に申し込む
▼問 合 せ：環境政策課　☎888 ー 1111（116） ▲自然豊かな夏のうら谷津

『うら谷津』での自然観察会　～再生した昔の田んぼ～

阿見町は、日本第 2 位の面積を持つ霞ケ浦湖畔にあり、自然と共存する町づくりを推進しています。
霞ケ浦や町の豊かな自然とのふれあいを基本に『自然と暮らし』について学習する事業をご紹介いたします。

お子さんの環境教育の一つとして参加してみてはいかがでしょうか？

霞ケ浦水質浄化強調月間【7/20（月）～ 9/1（木）】のメインイベントとして、『霞ケ浦環境科学センター夏まつ
り 2015』が開催されます。「発見！体験！霞ヶ浦」をテーマに、霞ケ浦や環境問題について楽しく学べるさまざ
まな催しがあります。詳しくはホームページをご覧ください。
▼日 時：8 月 29 日（土）　午前 10 時～午後 3 時 30 分
▼内 容：霞ケ浦クイズラリー、体験学習（おもしろ科学実験教室・メダカ教室など）他

※内容が変更になる場合もあります
▼入 場 料：無料
▼ホームページ：http://www.kasumigaura.pref.ibaraki.jp/
▼問 合 せ：県霞ケ浦環境科学センター　☎828 ー 0961

『霞ケ浦環境科学センター夏まつり 2015』開催

地球温暖化防止に効果のある『緑のカーテン』への取り組みを推進するため、
アミエコクラブ主催による『グリーンカーテン講習会』が、5 月 30 日（土）に中
央公民館で開催されました。

昨年より多い 29 人のご応募をいただき、講師の高津勇氏より上手な苗の育
て方の説明を受けました。
「これから厳しい暑さのなか、ご家庭においてグリーンカーテンが節電等に

つながってほしい」というエコクラブ会員の思いとともに、参加者には無料プ
レゼントの苗をお持ち帰りいただきました。▲苗の育て方の実演

『グリーンカーテン講習会』が開催されました
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町
民
に
よ
る
町
民
の
た
め
の
地
域
国
際
交
流
の
充
実
を
目
指
し
て

町
国
際
交
流
協
会

十
七
年
目
の
歩
み

毎
日
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
ま

す
と
、地
球
規
模
と
か
グ
ロ
ー
バ
ル
と
か
、

外
国
に
関
係
し
た
ニ
ュ
ー
ス
の
比
率
が
と

て
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ア
ジ
ア
が
加
わ
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
を
暗
示
さ
せ
ま
す
。

国
際
交
流
協
会
の
役
目
は
『
国
際
社
会

に
生
き
る
人
づ
く
り
、
世
界
に
開
か
れ
た

町
づ
く
り
を
目
指
し
た
活
動
の
企
画
・
実

施
』
で
す
。

17
年
目
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

人
と
の
交
わ
り
の
成
果
が
出
て
、
次
の
年

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
よ
く
判
り
ま

す
。8

月
に
ス
ー
ペ
リ
ア
市
か
ら
市
長
夫
妻

を
含
む
12
人
が
来
町
し
、
日
本
文
化
を
堪

能
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

引
き
受
け
て
頂
い
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
皆
さ
ん
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

1
週
間
の
滞
在
で
は
足
り
な
か
っ
た

と
、
ハ
ー
ド
な
が
ら
も
密
度
の
濃
い
“
お

も
て
な
し
”
に
満
足
し
て
帰
国
さ
れ
ま
し

た
。次

回
は
ま
た
違
っ
た
切
り
口
で
町
民
と

触
れ
合
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

11
月
に
は
中
国
柳
州
市
に
、
中
学
生
・

大
学
生
を
含
む
17
人
が
天
田
町
長
を
団
長

に
し
て
訪
問
し
ま
し
た
。
超
大
型
ハ
ウ
ス

栽
培
の
展
開
な
ど
土
地
の
自
由
度
を
生
か

し
た
農
業
を
視
察
し
、
さ
ら
に
中
学
校
や

職
業
訓
練
学
校
・
老
人
大
学
な
ど
生
活
に

密
着
し
た
社
会
に
触
れ
て
き
ま
し
た
。

発
展
著
し
い
中
国
の
現
実
を
見
つ
め
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
交
流
で
は
外
国
の
料
理
や
外
国
人

講
師
か
ら
で
な
い
と
聞
け
な
い
世
界
に
浸

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
こ
こ
ろ
み
の
『
世
界
の
屋
台

パ
ー
テ
ィ
ー
』
で
は
、
12
か
国
・
地
域
の

特
色
あ
る
料
理
を
紹
介
し
ま
し
た
。
中
央

公
民
館
の
大
き
な
集
会
室
を
溢
れ
る
程
の

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
韓
国
料
理
の
実
習
』
と
か
『
タ
ジ
キ
ス

タ
ン
の
文
化
』
と
か
、
講
師
の
皆
さ
ん
も

し
っ
か
り
と
準
備
し
て
対
応
し
て
頂
き
、

心
に
残
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

ど
の
行
事
も
参
加
者
が
増
え
て
お
り
ま

す
が
、
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
、
も

っ
と
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
世
界
の

文
化
等
に
触
れ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

事
務
局
の
壁
に
は
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
写
真
を
掲
示
し
て
、
自
由
に
持
ち
帰

っ
て
頂
く
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
日
程
の

決
ま
っ
た
行
事
を
お
知
ら
せ
す
る
『
イ
ベ

ン
ト
ニ
ュ
ー
ス
』を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

役
場
2
階
で
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る

よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

中国柳州市訪問（11 月 16 日～ 23 日）
●茶室で実演 ●農業基地視察 ●中学校での熱烈歓迎

姉妹都市米国スーペリア市使節団来町（7 月 31 日～ 8 月 6 日）
●歓迎式 ●初めての座禅 ●神輿でフィーバー

17th  year’s  activities  by  Ami  International  Exchange  Association 町国際交流協会事務局☎888 ー 1111（292）　

●小学生を先生にそろばん ●市長と前年訪問の中学生が再会 ●チキンダンスを一緒に
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17th  year’s  activities  by  Ami  International  Exchange  Association 町国際交流協会事務局☎888 ー 1111（292）　

町内地域交流

●さわやかフェア 2014
（完売した大学イモ）

●中国語通訳の研修
（折り紙で研修中）

●世界の文化を知ろう
（タジキスタンの詳細な講演）

●ハッピータイム
（ウオーキング）

●外国文化に触れよう
（韓国料理チヂミとキンパ）

●まい・あみ・まつり 2014
（全員集合の盆踊りチーム）

●まい・あみ・まつり 2014
（国際色豊かな盆踊り）

●花見会
（雨上がりの花見）

12 か国・地域の盛大な屋台パーティー

●会員募集●
対　　象	 国際交流活動や国際協力に興

味・関心がある人なら、どな
たでも入会できます。国籍・
住所・年齢・性別は問いません
※外国語を話せる必要もあり
ません

会　　費	 ▼個人・学生会員：一口 1,000
円（中学生以下 500 円）
▼賛助会員：一口 10,000 円

申込方法	 協会に備え付けの申込書に必
要事項を記入し、会費を添え
て申し込む。申込書は協会ホ
ームページからもダウンロー
ド可
※協会ホームページ：http://
www.town.ami.lg.jp/aiea/

平成 26 年度の活動

4.1 から▶外国人のための日本語教室前

期開講（火曜・木曜・日曜クラス）
4.6▶花見会

4.18▶理事会

4.26▶総会

5.15 から▶英語通訳研修会（4 回）

6.28 から▶中国語通訳（4 回）

6.28▶ハッピータイム（ウオーキング）

6.30▶協会広報紙「NOW」49 号発行

7.31 ～ 8.6▶米国スーペリア市使節団

受け入れ（12 人）
10.1▶外国人のための日本語教室後期

開講（火曜・木曜・日曜クラス）
10.5▶外国文化に触れよう（韓国料理）

10.22▶理事会

10.26▶さわやかフェア 2014 に参加

11.9▶世界の屋台パーティー

11.12▶留学生支援団体等との懇談・交

流会
11.16 ～ 23▶柳州市訪問（17 人）

11.30▶協会広報紙「NOW」50 号発行

H27.1.10▶ハッピータイム（ウオーキ

ング）
2.22▶世界の文化を知ろう（タジキス

タン）
3.31▶協会広報紙「NOW」51 号発行
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こうきこうれいしゃいりょうせいど

8 月から新しくなります
後期高齢者医療被保険者証
後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証

国保年金課後期高齢医療福祉係☎888ー1111（134・135）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
毎
年

7
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
は

7
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
割
合

に
は『
1
割
』と『
3
割
』が
あ
り
、

前
年
の
所
得
を
も
と
に
判
定
さ

れ
、
毎
年
8
月
1
日
か
ら
の
1
年

間
の
負
担
割
合
が
決
ま
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
あ
り
ま
す
と
、
8
月
以

降
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
が

短
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

だ
納
付
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
お

早
め
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

※
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
古
い
被
保

険
者
証
は
、
国
保
年
金
課
窓
口

ま
で
ご
返
却
い
た
だ
く
か
、
切

り
刻
む
な
ど
し
て
各
家
庭
の
責

任
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
7
月
31
日
ま

で
と
な
っ
て
お
り
、
8
月
か
ら
更
新
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、『
後
期

高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
』
に
つ
い
て
も
、

8
月
か
ら
更
新
と
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
証
の
更
新

▼
現
役
並
み
所
得
者
（
3
割
負

担
）
：
同
一
世
帯
に
住
民
税
課

税
所
得
が
1
4
5
万
円
以
上
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
が
い
る
人
。
た
だ
し
、
被

保
険
者
の
総
収
入
合
計
が
2
人

以
上
で
5
2
0
万
円
（
1
人
の

場
合
3
8
3
万
円
）
未
満
の
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
『
一
般
』

の
区
分
と
な
り
１
割
負
担
と
な

り
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
、
被
保
険
者
が
1
人

で
同
一
世
帯
に
70
歳
以
上
75
歳

未
満
の
人
が
い
る
場
合
、
そ
の

人
も
含
め
て
総
収
入
合
計
が

5
2
0
万
円
未
満
の
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
り
『
一
般
』
の

区
分
と
同
様
と
な
り
、
1
割
負

担
と
な
り
ま
す

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

人
に
は
、『
後
期
高
齢
者
医
療
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
（
以
下
、
認
定
証
）』が
交
付

さ
れ
ま
す
。
こ
の
認
定
証
を
医
療

機
関
に
受
診
す
る
際
に
提
示
す
る

こ
と
で
、
医
療
費
が
1
か
月
の
自

己
負
担
限
度
額
（
保
険
診
療
分
）

ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
入
院

時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。
有
効
期
限
は
毎

年
7
月
31
日
ま
で
で
す
。
現
在
認

定
証
を
お
持
ち
の
人
で
8
月
以
降

も
引
き
続
き
該
当
に
な
る
人
は
、

申
請
が
不
要
に
な
り
、
被
保
険
者

証
に
同
封
さ
れ
て
郵
送
さ
れ
ま

す
。
新
規
該
当
者
に
は
申
請
の
お

知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
。

認
定
証
の
更
新

▼被保険者証

▼限度額適用・標準負担額減額認定証

平成２８年　７月３１日

2	8 7 3	1

区　分 負担割合 判定基準

現役並み
所得者

3 割

本人または同一世帯内の被保険者
の住民税の課税所得が 145 万円
以上である
※文中『現役並み所得者』参照

一般 1 割 上記以外

※所得の変更により、負担割合が変わることがあります

▼自己負担割合の判定
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こうきこうれいしゃいりょうせいど

後期高齢者医療制度の
保険料と納め方

国保年金課後期高齢医療福祉係☎888ー1111（134・135）

均等割額 所得割額

保険料（年額）
(100円未満切捨て)＝

定額
39,500 円 ＋

所得から計算
（総所得金額等※ － 33 万円）

× 8.0％

賦課限度額（年額）	=	57 万円
（どんなに所得の高い人でも保険料の上限は年額 57 万円です）

※総所得金額等とは、『年金収入－公的年金控除』・『給与収入－給与
所得控除』・『事業収入－必要経費』等で、各種所得控除前の金額
です。また、退職所得以外の分離課税の所得金額（土地・建物や
株式等の譲渡所得などで特別控除後の額）も総所得金額等に含ま
れます

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
の
納
め
方
は
、
▼
特
別
徴
収
：

年
金
か
ら
引
か
れ
る
方
法
▼
普
通

徴
収
：
納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ

り
納
め
る
方
法
ー
の
2
通
り
が

あ
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
特
別
徴
収
と
な
り

ま
す
が
、
次
に
該
当
す
る
人
は
普

通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

▼
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
保
険
料
の
1
回
あ
た

り
の
合
計
が
、
1
回
あ
た
り
の

年
金
支
給
額
の
2
分
の
1
を
超

え
る
人

▼
受
給
し
て
い
る
年
金
が
年
額

18
万
円
未
満
の
人

▼
年
度
途
中
で
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
た
人

※
年
金
支
給
額
と
は
、
受
け
取
り

に
な
っ
て
い
る
年
金
総
額
で
は

な
く
、
介
護
保
険
料
が
引
き
落

と
さ
れ
て
い
る
年
金
の
支
給
額

で
す

※
複
数
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
優
先
順
位
の
高
い
年
金

が
特
別
徴
収
対
象
年
金
に
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、
厚
生
年
金
と

共
済
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場

合
、
厚
生
年
金
が
優
先
順
位
の

高
い
年
金
に
な
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
は
、
2
年
ご
と
に
見

直
さ
れ
、個
人
ご
と
に
算
定
し
て
、

定
額
の『
均
等
割
』
と
所
得
に
応

じ
て
計
算
さ
れ
る『
所
得
割
』
の

合
計
と
な
り
ま
す
。

■
均
等
割
軽
減

『
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
全
員
と
世
帯
主

の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
』
が

左
表
に
該
当
す
る
場
合
は
、
保
険

料
の
均
等
割
部
分
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

※
軽
減
判
定
の
注
意
：
世
帯
主
が

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
で
な
い
場
合
も
、
世
帯
主

の
総
所
得
金
額
等
は
軽
減
判
定

の
対
象
に
な
り
ま
す

■
所
得
割
軽
減

基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等

が
58
万
円
以
下
の
人
は
、
所
得
割

額
が
5
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
被
扶
養
で
あ
っ
た
人
の

軽
減

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入

日
の
前
日
に
お
い
て
、
被
用
者
保

険
（
全
国
健
康
保
険
協
会
・
旧
政

府
管
掌
・
組
合
保
険
・
船
員
保
険
・

共
済
組
合
）
の
被
扶
養
で
あ
っ
た

人
は
、
均
等
割
額
が
9
割
軽
減
さ

れ
、
所
得
割
額
の
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保

険
組
合
の
加
入
者
で
あ
っ
た
人

は
該
当
し
ま
せ
ん

保
険
料
の
軽
減
措
置

保
険
料
の
納
め
方

世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等が次の場合 軽減割合

33 万円を超えない世帯で、被保険者全員が年金収入 80
万円以下の世帯　※その他各種所得がない場合

9 割

33 万円を超えない世帯 8.5 割

33 万円＋「26 万×世帯の被保険者数」を超えない世帯 5 割

33 万円＋「47 万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯 2 割

※収入が公的年金の人は、年金収入額から公的年金控除（年金収
入額が 330 万円以下は 120 万円）を差し引き、65 歳以上の人は、
さらに高齢者特別控除（15 万円）を差し引いて判定します

▼均等割額の軽減

▼保険料と賦課限度額
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8 月から
更新です

国保年金課国保係☎888ー1111（131～133）

国保
国保税

納めて安心
わが家の健康

●
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
保
加
入
者

に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
70
歳
に

な
ら
れ
た
月
の
翌
月
（
1
日
生
ま

れ
の
人
は
当
月
）
か
ら
高
齢
受
給

者
証
を
使
用
し
ま
す
。
現
在
交
付

さ
れ
て
い
る
受
給
者
証
の
有
効
期

限
は
7
月
31
日
ま
で
で
す
。
新
し

い
受
給
者
証
は
7
月
中
旬
に
お
送

り
し
ま
す
。
前
年
中
の
所
得
に
応

じ
て
自
己
負
担
割
合
が
左
記
の
と

お
り
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
2
割（
特
例
措
置
に
よ
り
1
割
）

：
住
民
税
課
税
所
得
が
1
4
5
万

円
未
満
で
、
昭
和
19
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▼
2
割
：
住
民
税
課
税
所
得
が

1
4
5
万
円
未
満
で
、
昭
和

19
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

▼
3
割
：
住
民
税
課
税
所
得
が

1
4
5
万
円
以
上
の
人
（
＝
現

役
並
み
所
得
者
）

※
現
役
並
み
所
得
者
と
判
定
さ

れ
る
所
得
で
あ
っ
て
も
、
該

当
者
の
収
入
合
計
が
2
人
以

上
で
5
2
0
万
円
未
満
、
1

人
で
3
8
3
万
円
未
満
の
場

合
、
申
請
に
よ
り
2
割
（
昭
和

19
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
は
、
特
例
措
置
に
よ

り
1
割
）
負
担
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
人
に

は
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

●
限
度
額
適
用
認
定
証

国
保
加
入
者
が
高
額
な
医
療
を

受
け
た
際
に
、
一
つ
の
医
療
機
関

で
の
1
か
月
の
医
療
費
の
支
払
い

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り

ま
す
。

▼
交
付
条
件
：
▼
所
得
申
告
が
さ

れ
て
い
る
▼
国
保
税
に
未
納
が

な
い

※
70
歳
か
ら
74
歳
の
住
民
税
課
税

世
帯
の
人
は
、「
高
齢
受
給
者

証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
限
度

額
の
適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
申
請
は
不
要
で
す
。

●
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

入
院
時
の
食
事
代
が
軽
減
さ
れ

る
認
定
証
で
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
が
交
付

さ
れ
て
か
ら
90
日
以
上
入
院
し
て

い
る
人
は
、
申
請
に
よ
り
食
事
代

が
さ
ら
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

8
月
以
降
の
更
新
お
よ
び
新
規

交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
8
月
中

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
7
月

か
ら
申
請
で
き
ま
す
）

▼
必
要
な
も
の
：
▼
申
請
す
る
人

の
国
保
の
保
険
証
▼
印
鑑

※
別
世
帯
の
人
が
申
請
す
る
場
合

は
、
委
任
状
と
代
理
人
の
身
分

証
（
運
転
免
許
証
等
）
も
あ
わ

せ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る
以
下
の
受
給
者
証
や
認
定
証
は
、
毎
年

7
月
31
日
ま
で
の
有
効
期
限
と
な
っ
て
お
り
、
8
月
か
ら
更
新
と

な
り
ま
す
。

▼国民健康保険高齢受給者証

▼国民健康保険限度額適用認定証

自
己
負
担
割
合
の
判
定
方
法

高額な医療を受ける人
保険証とあわせて医療機関に
提示するもの

事前
申請

国
民
健
康
保
険

70 歳未満の人
限度額適用認定証または限度
額適用・標準負担額減額認定証

必要

70 歳から 74 歳の
非課税世帯の人

高齢受給者証と限度額適用・標
準負担額減額認定証

必要

70 歳から 74 歳の
課税世帯の人

高齢受給者証 不要

▼限度額適用認定証の交付対象者

医
療
費
が
高
額
の
と
き
は

みんなでささえ愛…こくほ
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国
金民
年ご利用ください

『免除』・『猶予』制度
第１号被保険者で保険料を納めるのが困難なときは、
未納のままにせず、国保年金課で手続きを。

経済的な理由等で国民年金保険料 15,590 円／月（平成 27 年度）を納付することが困難な場合には、申請
により免除・猶予となる制度があります。申請手続きは、国保年金課またはうずら出張所で『国民年金保

険料免除・納付猶予申請書』に必要事項を記入して届出ください。後日、日本年金機構が前年の所得などを審
査して結果（承認・却下）をお手元に通知します。平成 27 年度の受付は 7 月 1 日（水）からとなります。

免除等が申請できる期間が拡大されました

平成 26 年 4 月から法律が改正され、申請時点から 2 年 1 か月前までの期間について、さかのぼって免除
等を申請できるようになりました。

▼免除等の申請可能期間と前年所得の関係　※平成 27年 7月時点

免除等の申請が可能な期間 審査の対象となる前年所得

平成24年度分 平成 25 年 6 月 平成 23 年中所得

平成 25年度分 平成 25 年 7 月～ 26 年 6 月 平成 24 年中所得

平成 26年度分 平成 26 年 7 月～ 27 年 6 月 平成 25 年中所得

平成 27年度分※ 平成 27 年 7 月～ 28 年 6 月 平成 26 年中所得

※平成 27 年度分は、平成 27 年 7 月になってから申請ができます。

▼申請時の注意点
▼年度ごとに申請書の提出が必要です

1 枚の申請書で申請できるのは 7 月から翌年 6 月までの 1 年度分です。複数年度の申請を希望される場
合は年度ごとの申請書の提出が必要です。

▼過去の所得で審査します
申請する年度に対応する前年所得（上記の表のとおり）に基づき審査を行います。また、世帯主や配偶者
がいる人は、世帯主や配偶者の所得審査がありますので、ご本人の所得が少ない場合でも免除等が承認さ
れない場合があります。
※若年者納付猶予については、世帯主の所得審査はありません

▼すみやかに申請してください
過去分の免除等の申請は、申請が遅れると下記のとおり申請できる期間が短くなります。

平成 27 年 7 月に免除等を申請　⇒　平成 25 年 6 月まで申請が可能
平成 27 年 8 月に免除等を申請　⇒　平成 25 年 7 月まで申請が可能

平成 26 年 4 月から、2 年 1 か月前までの期
間について免除等の申請ができるようになりま
したが、申請が遅れると万一の際に障害年金な
どを受け取れない場合があります。免除等の申
請は、毎年 7 月～ 8 月までの間にすみやかに申
請していただきますようお願いします。

▼免除の割合と納付額（平成27年度：月額 15,590 円の場合）

免除の割合 納付額

全額免除 0 円
4 分の 3免除 3,900 円
半額免除 7,800 円

4 分の 1免除 11,690 円

※保険料の一部免除の承認を受けた場合は、一部納付
保険料を納めないと未納期間扱いとなります

納付に関するお問い合わせ：土浦年金事務所☎824 ー 7121

お願い

国保年金課国民年金係☎ 888ー1111（136・137）
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町では介護保険事業を健全に運営するため、3 年
ごとに事業計画の見直しを行っています。要介護
認定者の増加や介護報酬単価の見直しによる介護
サービス費の増加が見込まれます。（図 1・2参照）

その費用を賄うために新たに保険料を算定しま
した。保険料は、介護保険を運営するための大切
な財源となります。誰もが安心して介護サービス
を利用できるよう保険料の納付にご理解・ご協力を
お願いします。

22％

28％

▼介護保険の財源

65 歳以上の皆さんへ

介護保険料が
変わりました

普通徴収の人は 7 月に納付書が発送されます

介
護

保
険

区　分 対　　　　象 年間保険料

第 1 段階
生活保護法の被保護者

28,000 円老齢福祉年金受給者（町民税非課税世帯）
世帯全員が町民税非課税で、課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80 万円以下

第 2 段階 世帯全員が町民税非課税で、課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80 万円超 120 万円以下 46,800 円
第 3 段階 世帯全員が町民税非課税で、課税年金収入額と合計所得金額の合計が 120 万円超 46,800 円

第 4 段階 本人が町民税非課税で、同一世帯に課税者がいて、課税年金収入額と合計所得金額の合計
が 80 万円以下 56,100 円

第 5 段階 本人が町民非税課税で、同一世帯に課税者がいて、課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80 万円超 62,400 円
第 6 段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が 120 万円未満 74,800 円
第 7 段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が 120 万円以上 190 万円未満 81,100 円
第 8 段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が 190 万円以上 290 万円未満 93,600 円
第 9 段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が 290 万円以上 106,000 円

▼ 65歳以上の人の保険料

介護保険は公費
（税金）と皆さんが
納める保険料を財
源 と し て い ま す。

（右円グラフ参照）

介護保険料の改定（平成 27～ 29年度） 保険料が介護保険を支えています

▼図 1：介護サービス費の推移

▼図 2：推計認定者数

※介護サービス費の合計は、
平成 24 年度の約 21 億円
から平成 26 年度の約 24
億円と約 3 億円増加して
おります。今後高齢者が
増加するに伴い、介護サ
ービス費の増大や保険料
の上昇が懸念されます

※ 平 成 24 年 度 か ら
平 成 26 年 度 ま で
は、介護事業報告

（各年 9 月末）によ
る実績値です。平
成 27 年度以降は、
推計値になります

社会福祉課介護保険係☎ 888ー1111（164・165）

今後国が示す軽減割合に沿って軽減措置を実施していきます
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介護保険サービスをご利用中の皆さんへ

８月から制度が
変わります

介
護

保
険

一定以上の所得がある人は利用者負担が 2割になります

一定以上の所得【本人の合計所得金額が 160万円以上で、同一世帯の第 1号被保険者（65歳以上の人）の
年金収入＋その他の合計所得金額が単身世帯で 280万円以上、2人以上世帯 346万円以上】がある人がサー
ビスを利用した時は、利用者負担が 1 割から 2 割になります。

要支援・要介護の認定を受けた人全員に、利用者負担の割合（1 割または 2 割）が記載された『介護保
険負担割合証』が発行されます。

介護保険負担割合証が発行されます

特定入所者介護サービス費等の給付要件が変わります

特定入所者介護サービス費とは、低所得の人が施設を利用した場合に、本来利用者自身が負担すべき居住費
（滞在費）・食費の一部を介護保険で給付して負担を軽減するものです。

以下の❶❷のいずれかに該当する場合は、特定入所者介護サービス費等の給付対象となりません。

❶町民税非課税世帯でも、世帯分離している配偶者が町民税課税者である場合
❷町民税非課税世帯（世帯分離している配偶者が町民税非課税）でも、預貯金等が一定額（単身 1,000 万円、
夫婦 2,000 万円）を超える場合

高額介護サービス費の一部の上限額が新しくなります

同じ月に利用した介護保険の利用者負担が一定額を超えた際に支給される『高額介護サービス費』の利用者
負担段階区分（所得などに応じた区分）に『現役並み所得者（同一世帯に課税所得 145 万円以上の人がいて、
年収が単身 383 万円以上、夫婦 520 万円以上）』を新設し、上限額を設定します。

支給対象となる人には申請書を郵送します。

平成 27年 7月までの所得での段階区分

利用者負担段階区分 上限額（世帯合計）

一般 37,200 円

町民税世帯非課税 24,600 円

▼合計所得金額および課
税年金収入額の合計が
80 万円以下の人

▼老齢福祉年金の受給者

15,000 円（個人）

生活保護の受給者等 15,000 円

➡

平成 27年 8月からの所得での段階区分

利用者負担段階区分 上限額（世帯合計）

現役並み所得者 44,400 円

一般 37,200 円

町民税世帯非課税 24,600 円

▼合計所得金額および課
税年金収入額の合計が
80 万円以下の人

▼老齢福祉年金の受給者

15,000 円（個人）

生活保護の受給者等 15,000 円

社会福祉課介護保険係☎ 888ー1111（164・165）



広報あみ 7 月号通常版　2015.6.26　20

支え合って安心して暮らせる阿見

　障
祉
福
害

ご存じですか？　各種支援制度

『障害者福祉
サービス』

■
手
帳
制
度

●
身
体
障
害
者
手
帳

視
覚
・
聴
覚
・
平
衡
機
能
・
音
声

言
語
機
能
・
そ
し
ゃ
く
機
能
・
肢
体

（
上
肢
・
下
肢
・
体
幹
・
乳
幼
児
期
以

前
の
非
進
行
性
の
脳
病
変
に
よ
る

運
動
機
能
障
害
）・
心
臓
機
能
・
じ

ん
臓
機
能
・
呼
吸
器
機
能
・
ぼ
う
こ

う
機
能
・
直
腸
機
能
・
小
腸
機
能
・

肝
機
能
・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
機
能
―
に
永
続

す
る
障
害
の
あ
る
人
を
対
象
に
交

付
さ
れ
ま
す
。

●
療
育
手
帳

知
的
に
障
害
の
あ
る
人
が
援
護

を
受
け
や
す
く
す
る
た
め
に
交
付

さ
れ
ま
す
。

●
精
神
保
健
福
祉
手
帳

精
神
の
疾
患
に
よ
り
日
常
生
活

や
社
会
生
活
に
制
約
が
あ
る
人
が

医
療
や
福
祉
の
支
援
を
受
け
や
す

く
す
る
た
め
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
障
害
者
総
合
支
援
法

障
害
者
総
合
支
援
法
で
は
、
障

害
者
の
範
囲
に
、
身
体
・
知
的
・
精

神
等
の
障
害
の
あ
る
人
の
ほ
か
、

『
難
病
等
』
が
加
わ
り
、
国
の
指

定
す
る
1
5
1
の
難
病
等
の
人
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

●
介
護
給
付
・
訓
練
等
給
付

身
体
・
知
的
・
精
神
等
に
障
害
の

あ
る
人
ま
た
は
、
難
病
等
（
国
が

指
定
す
る
1
5
1
疾
患
）
の
人
が

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
等
の
介
護

系
サ
ー
ビ
ス
、
就
労
移
行
支
援
な

ど
の
訓
練
系
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
者

支
援
施
設
の
通
所
お
よ
び
入
所
等

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、

障
害
者
支
援
区
分
の
認
定
等
の

手
続
き
と
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計

画
の
作
成
が
必
要
と
な
り
ま
す

（
介
護
保
険
対
象
者
は
、
介
護
保

険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
優
先
さ

れ
ま
す
）。

●
補
装
具
の
交
付
・
修
理

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
ま
た
は
難
病
等
（
国

が
指
定
す
る
1
5
1
の
疾
患
）
の

人
に
、
そ
の
障
害
の
程
度
に
応
じ

て
補
装
具
の
交
付
・
修
理
を
行
い

ま
す
。

義
眼
・
つ
え
・
補
聴
器
・
義
肢
・
下

肢
装
具
・
車
い
す
―
な
ど
が
対
象

で
す
（
介
護
保
険
対
象
者
は
、
介

護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
優
先

さ
れ
ま
す
）。

●
自
立
支
援
医
療

▼
精
神
通
院
：
精
神
に
疾
患
の
あ

る
人
が
、
そ
の
治
療
を
受
け

る
た
め
の
医
療
費
を
助
成
し

ま
す

▼
更
生
医
療
：
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
、

障
害
を
軽
減
・
回
復
す
る
た
め

に
行
う
治
療
を
受
け
る
た
め

の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
（
角

膜
・
心
臓
・
関
節
形
成
手
術
・
血

液
透
析
な
ど
が
対
象
に
な
り

ま
す
）

▼
育
成
医
療
：
町
在
住
の
18
歳
未

満
で
手
術
等
に
よ
っ
て
身
体
上

の
障
害
お
よ
び
疾
患
の
改
善
が

見
込
ま
れ
る
児
童
に
対
し
て
、

医
療
保
険
に
よ
る
自
己
負
担
額

の
一
部
を
助
成
し
ま
す

■
福
祉
手
当
の
支
給
（
平
成

27
年
4
月
現
在
）

在
宅
の
重
度
障
害
者
（
児
）
に
、

各
種
の
福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す

（
障
害
の
程
度
・
所
得
額
な
ど
に
一

定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
）。

●
特
別
障
害
者
手
当

20
歳
以
上
で
著
し
く
重
度
の
障

害
が
あ
り
、
常
時
特
別
な
介
護
が

必
要
な
人
に
対
し
、
手
当
を
支
給

し
ま
す
。
月
額
2
6
6
2
0
円
。

●
障
害
児
福
祉
手
当

20
歳
未
満
で
重
度
の
障
害
が
あ

る
児
童
に
対
し
、
手
当
を
支
給
し

ま
す
。
月
額
1
4
4
8
0
円
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
家
庭
で
監

護
・
養
育
す
る
父
母
な
ど
に
対
し
、

手
当
を
支
給
し
ま
す
。

▼
1
級
：
月
額
5
1
1
0
0
円

▼
2
級
：
月
額
3
4
0
3
0
円

●
在
宅
心
身
障
害
児
福
祉
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
家
庭
で
介

護
す
る
父
母
な
ど
に
対
し
、
手
当
を

支
給
し
ま
す
。
月
額
5
0
0
0
円
。

●
難
病
患
者
福
祉
手
当

県
か
ら
『
指
定
難
病
特
定
医
療

費
受
給
者
証
』
の
交
付
を
受
け
治

療
を
受
け
て
い
る
人
に
、
手
当
を

支
給
し
ま
す
。
在
宅
で
町
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
生
活
保
護
を
受
け

て
い
な
い
人
が
対
象
で
す
（
毎
年

度
申
請
が
必
要
）。
月
額

3
0
0
0
円
。

町
で
は
、
障
害
が
あ
る
人
の
日
常
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
次
の
よ

う
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
主
な
も
の
を
掲
載
。
ほ

か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
）。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
に
は
、
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

に
よ
り
介
護
保
険
が
優
先
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
18
歳

以
上
の
人
は
本
人（
配
偶
者
を
含
む
）が
住
民
税
非
課
税
、
生
活
保
護
の
場

合
利
用
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
外
の
人
に
つ
い
て
は
原
則
１
割
の
負

担
で
す
が
、
利
用
料
が
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
上
限
額
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
18
歳
以
下
の
児
童
に
つ
い
て
は
世
帯
で
判
定
し
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
・
生
活
保
護
世
帯
の
場
合
利
用
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

以
外
の
世
帯
に
つ
い
て
は
18
歳
以
上
と
同
じ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
各
福
祉

手
当
は
、
所
得
制
限
が
あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
障
害
福

祉
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

障害福祉課（総合保健福祉会館内）☎888ー2943



の
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
。

■
つ
ぼ
み
教
室

小
学
校
就
学
前
の
障
害
を
有
す

る
児
童
の
早
期
療
育
を
支
援
す
る

た
め
に
、
日
常
生
活
に
お
け
る
基

本
動
作
や
機
能
訓
練
を
行
う
と
と

も
に
、
保
護
者
の
人
へ
の
相
談
・

助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象
の
人
は
、
親
子
で
通
所

が
可
能
な
心
身
に
障
害
を
有
す

る
小
学
校
入
学
前
の
児
童
お
よ

び
心
身
に
障
害
を
有
す
る
未
就

学
児
童
の
保
護
者
の
人
で
す
。

毎
週
月
曜
日
、
木
曜
日
の
午
前

10
時
〜
正
午
、
総
合
保
健
福
祉

会
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

■
視
覚
障
害
者
卓
球
教
室

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
の
少

な
い
在
宅
の
視
覚
障
害
者
の
人
た

ち
が
、
運
動
を
通
じ
て
身
体
の
維

持
増
強
を
図
り
な
が
ら
互
い
の
交

流
を
深
め
、
社
会
参
加
の
促
進
を

図
り
ま
す
。
対
象
の
人
は
、
視
覚

に
障
害
を
有
す
る
人
に
な
り
ま

す
。
毎
月
第
2
・
4
月
曜
日
の
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
、
総
合
保
健

福
祉
会
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

21　人と自然が織りなす，輝くまち

支え合って安心して暮らせる阿見

助
成
し
ま
す
。
年
間
36
枚
（
じ
ん

臓
障
害
で
慢
性
透
析
療
法
を
受
け

て
い
る
人
は
年
間
60
枚
）
の
利
用

券
を
交
付
し
ま
す
。

●
知
的
障
害
者
探
索
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
知
的
障
害
者
の
探
索
を
必
要
と

し
て
い
る
家
庭
な
ど
に
通
報
装
置

（
G
P
S
装
置
）
を
貸
与
し
ま
す
。

●
重
度
障
害
者
（
児
）
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
事
業

重
度
の
障
害
者
（
児
）
の
家
庭

生
活
を
送
り
や
す
く
す
る
た
め
、

住
宅
の
一
部
を
改
造
す
る
場
合
に

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
身
体
障
害
者
健
康
診
査
事
業

在
宅
で
常
時
車
い
す
を
使
用

し
て
い
る
、
脊
椎
損
傷
・
脳
性
ま

ひ
・
脳
血
管
疾
患
な
ど
に
よ
り
身

体
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て

い
る
人
に
対
し
、
健
康
診
査
を

行
い
ま
す
。

施
設
入
所
・
入
院
中
の
人
、
1

年
以
内
に
同
様
の
検
査
を
受
け

た
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

検
査
内
容
・
実
施
予
定
日
な
ど
は

『
広
報
あ
み
』
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
（
例
年
2
月
に
実
施
し
ま
す
）。

■
精
神
障
害
者
デ
イ
ケ
ア
事
業

回
復
期
に
あ
り
病
状
が
安
定
し

て
い
る
精
神
障
害
者
で
主
治
医
の

許
可
を
得
ら
れ
る
人
に
、
集
団
生

活
指
導
（
デ
イ
ケ
ア
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。
毎
月
第
1
・
3
金
曜
日

■
公
共
料
金
の
減
免

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
が
対
象
で
す
（
一
定
の
条

件
が
あ
り
ま
す
）。

▼
N
H
K
放
送
受
信
料
の
減
免
：

障
害
福
祉
課
で
証
明
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す

■
各
種
割
引

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
が

対
象
で
す
。

▼
タ
ク
シ
ー
料
金
の
割
引
：
県
内

で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
際
、

手
帳
を
運
転
手
に
提
示
す
る
と

料
金
が
1
割
引
に
な
り
ま
す

▼
J
R
運
賃
・
バ
ス
運
賃
・
航
空
運

賃
の
割
引
：
割
引
の
対
象
に
は
、

一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
割

引
率
も
各
交
通
機
関
で
異
な
り

ま
す
の
で
、
各
交
通
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
有
料
道
路
料
金
の
割
引
：
身
体

障
害
者
本
人
が
運
転
す
る
自

動
車
ま
た
は
重
度
の
身
体
・
知

的
障
害
者
を
乗
せ
て
介
護
者

が
運
転
す
る
自
動
車
は
、
通

行
料
金
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

利
用
す
る
際
に
は
、
障
害
福

祉
課
で
割
引
証
明
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す

■
町
地
域
生
活
支
援
事
業

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
障
害
者

手
帳
を
取
得
し
て
い
る
な
ど
、
一

定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

●
日
中
一
時
支
援
事
業

介
護
者
の
都
合
な
ど
に
よ
り
障

害
者
（
児
）
を
一
時
的
に
介
護
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
、
施
設
で
一

時
預
か
り
を
行
い
ま
す
（
利
用
制

限
が
あ
り
ま
す
）。

●
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

自
立
支
援
給
付
の
支
給
に
該
当

し
な
い
人
に
つ
い
て
、
家
事
な
ど

の
日
常
生
活
支
援
を
行
い
ま
す

（
利
用
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

●
自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
補
助

事
業

身
体
障
害
者
手
帳（
1
〜
4
級
）

を
交
付
さ
れ
て
い
る
人
が
、
就
労

を
目
的
に
免
許
を
取
得
す
る
場

合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
10
万
円

を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

●
自
動
車
改
造
費
補
助
事
業

上
肢
・
下
肢
・
体
幹
機
能
障
害
で

身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
が
、
就
労
な

ど
に
伴
い
、
自
ら
運
転
す
る
自
動

車
を
改
造
す
る
場
合
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
10
万
円
を
限
度
に
補
助

し
ま
す
。

●
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

事
業

身
体
障
害
手
帳
1
・
2
級
ま
た

は
、
療
育
手
帳
Ⓐ
・
A
お
よ
び
精

神
保
健
福
祉
手
帳
1
・
2
級
の
所

持
者
で
か
つ
自
立
支
援
受
給
者
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
な
い
人

が
、
通
院
の
た
め
に
利
用
す
る
タ

ク
シ
ー
の
初
乗
り
料
金
相
当
分
を

税
金
の
滞
納
が
あ
る
人
（
世
帯
）

は
、
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
は
利

用
者
負
担
が
あ
り
ま
す
。

●
相
談
支
援
事
業

障
害
者
（
児
）
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
必
要
な
情
報
の
提
供

や
助
言
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

支
援
お
よ
び
成
年
後
見
制
度
の
利

用
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

●
意
思
疎
通
支
援
事
業

聴
覚
障
害
者
な
ど
へ
の
手
話
通

訳
者
や
要
約
筆
記
者
の
派
遣
を
行

い
ま
す
。

●
日
常
生
活
用
具
の
給
付

日
常
生
活
上
の
便
宜
を
図
る
た

め
、
在
宅
の
重
度
障
害
者
な
ど
に

日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す

（
介
護
保
険
制
度
が
優
先
。
障
害

の
種
類
・
等
級
な
ど
一
定
の
条
件

が
あ
り
ま
す
）。

●
移
動
支
援
事
業

社
会
生
活
上
必
要
不
可
欠
な
外

出
な
ど
、
社
会
参
加
の
た
め
の
外

出
の
際
の
移
動
を
支
援
し
ま
す
。

●
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

通
所
に
よ
り
創
作
的
活
動
の
提

供
等
お
よ
び
社
会
と
の
交
流
の
促

進
を
行
い
、
社
会
復
帰
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

●
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

家
庭
で
の
入
浴
が
困
難
な
重
度

の
身
体
障
害
者
に
対
し
、
週
2
回

を
限
度
と
し
て
入
浴
車
を
派
遣

し
、入
浴
の
支
援
を
行
い
ま
す（
介

護
保
険
制
度
が
優
先
さ
れ
ま
す
）。
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ふれあいちくかん

ようこそ
　ふれあい地区館へ
ようこそ
　ふれあい地区館へ

みなさんの参加をお待ちしています！
生涯学習課生涯学習係☎888ー2526

本郷小学校区ふれあい地区館
7月：いきいき健康教室＜高齢者＞

映画会＜運営委員会＞
8月：夏休み映画会＜青少年育成＞
9月：三世代交流会＜全体事業＞
10月：移動学習＜高齢者・成人＞
11月：ふれあい地区館まつり＜全体事業＞
12月：寄せ植え教室＜成人合同＞

冬休み映画会＜青少年育成＞
1月：新春映画会＜高齢者＞実穀小学校区とのグラ

ウンドゴルフ交流会＜高齢者＞
2月：おもしろ理科教室＜青少年育成＞閉級式・輪投

げ大会＜高齢者＞
※他に行政区への「お届け事業」も計画しています

●問い合わせ　本郷ふれあいセンター☎830 ー 5100

7 月：料理教室＜女性・成人＞
8月：夏休み創作教室＜青少年育成＞
9月：給食センター見学＜高齢者・青少年育成＞
10月：移動学習＜高齢者＞
11月：秋季ソフトバレーボール大会＜体育＞ふれあ

いイベントまつり＜全体事業＞体力測定＜高
齢者＞移動学習＜青少年育成＞移動学習＜女
性・成人・体育＞

12月：ふれあいウォーキング＜全体事業＞
1月：料理教室＜青少年育成＞
2月：ふれあい演奏会＜全体事業＞

そば打ち教室＜女性・成人＞
※他に行政区への「お届け事業」も計画しています

●問い合わせ　中央公民館☎888ー 2526

阿見小学校区ふれあい地区館

事務局担当　　村上　英子
フルモード・フルパワーで１人でも多く参

加していただける「ふれあい地区館」に努め
てまいります。“楽しい！”“元気！”な活動
を皆さんのおそばにお届けいたします。

どうぞよろしくお願いいたします。

実穀小学校区ふれあい地区館
7月：映画会＜青少年育成＞韓国料理教室＜女性＞

グラウンドゴルフ＜オレンジクラブ＞
8月：輪投げ大会・カラオケ大会＜オレンジクラブ＞
9月：移動学習＜オレンジクラブ＞男の料理教室＜成人＞
10月：体力測定＜オレンジクラブ・体育＞

趣味の教室＜女性＞移動学習＜青少年育成＞
11月：ふれあい地区館まつり＜全体事業＞
12月：料理教室＜青少年育成＞映画会＜女性＞

輪投げ・カラオケ大会＜オレンジクラブ＞
1月：映画会＜成人＞本郷小学校区とのグラウンド

ゴルフ交流会＜オレンジクラブ＞
2月：閉級式＜オレンジクラブ＞
※他に行政区への「お届け事業」も計画しています

●問い合わせ　本郷ふれあいセンター☎830 ー 5100

事務局担当　　伊藤えり子
一瞬一瞬の出会いも一生に一度です。だ

から全力で走ります。１人でも多くの笑顔
と出会うために！！見かけたら声をかけて
ください。

どうぞよろしくお願いいたします。

7 月：自然観察会（神田池）＜青少年育成＞
給食センター見学・グラウンドゴルフ講習会	
＜シニア＞

8月：貯金箱作り教室＜青少年育成＞
9月：草人形作り教室＜シニア＞
10月：第 25回吉原ふれあい広場＜全体事業＞
12月：第 1回グラウンドゴルフ大会＜運営委員会＞

寄せ植え教室＜女性＞
1月：映画鑑賞会＆ビンゴ・輪投げ＜青少年育成＞
2月：そば打ち教室＜成人・体育＞
3月：閉級式・お楽しみゲーム大会＜シニア＞
※他に行政区への「お届け事業」も計画しています

●問い合わせ　中央公民館☎888 ー 2526

吉原小学校区ふれあい地区館

事務局担当　　　江口　美清
さまざまな事業を通じまして、地域の皆さ

まの相互理解を深め、吉原小学校区の皆さま
が、楽しみを共有し、より心のふれあいを強
め、だれもが住みやすい地域社会づくりを推
進します。どうぞよろしくお願いいたします。

事務局担当　　加藤木　司
本郷小学校区の皆さまとの出会いが、何よ

りの宝物となりました。３年目も「明るく」「楽
しく」「前向き」をモットーに、活力ある「ふ
れあい地区館」にしていきたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。



23　人と自然が織りなす，輝くまち

ふれあいちくかん

君原小学校区ふれあい地区館
7月：夏休みふれあい映画会＜運営委員会＞
8月：流しソーメン＜ふれあい交流部会＞

健康講座とメグミルク工場見学＜運営委員会＞
9月：世代交流ニュースポーツ大会＜スポーツいきいき＞
10月：ふれあい地区館まつり＜全体事業＞
11月：バリスタ・パティシエ・料理教室＜運営委員会＞
12月：三世代交流＜高齢者・ふれあい交流＞

クリスマスケーキ作り・フラワーアレンジメ
ント＜文化学習＞

1月：故郷探訪（大形地区）・健康体操＜運営委員会＞
2月：移動教室＜文化学習＞
3月：閉級式・お楽しみ会＜高齢者＞
※他に行政区への「お届け事業」も計画しています

●問い合わせ　君原公民館☎889 ー 1363

舟島小学校区ふれあい地区館
7月：三世代交流会＜みどりクラブ・青少年育成＞

健康体操＜女性＞
8月：趣味講座＜女性＞認知症予防講座＜みどりク

ラブ＞映画会・自然観察会＜青少年育成＞
9月：救命救急講座＜成人・体育＞

給食センター見学＜青少年育成＞
10月：ソフトバレーボール・輪投げ大会＜成人・体育＞

映画会＜みどりクラブ＞
11月：ふれあい地区館まつり＜全体事業＞
12月：おもしろ理科教室＜青少年育成＞

料理教室＜女性＞
1月：新春交流会＜みどりクラブ＞
※他に行政区への「お届け事業」も計画しています

●問い合わせ　舟島ふれあいセンター☎840 ー 2761

第一小学校区ふれあい地区館 第二小学校区ふれあい地区館
7月：体力測定＜体育・成人＞

移動学習＜成人＞
8月：健康体操＜高齢者＞移動学習＜青少年育成＞
9月：移動学習＜高齢者＞
10月：ふれあいイベントまつり＜全体事業＞
11月：親子映画会＜青少年育成＞

フラワーアレンジメント＜女性＞
12月：しめ縄づくり＜成人＞
1月：お楽しみ会＜高齢者＞移動学習＜体育＞
2月：閉級式＜高齢者＞味噌づくり教室＜女性＞
3月：親子バトミントン教室＜青少年育成＞
※他に行政区への「お届け事業」も計画しています

●問い合わせ　かすみ公民館☎888 ー 8111

事務局担当　　藤樫　純子
皆さまとともに、まかせて頂いた「生涯学習」

の種がグングン育ち、やがて大きなふれあいの
花が咲きますようにと願いつつ…本年度も皆さ
まのお膝元へ、さまざまな事業をお届けに参り
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

事務局担当　　柳生　昌宏
昨年に引き続き「届ける生涯学習」をより

充実したものにし、皆さまに楽しんで参加し
ていただけるように努力していきます。「行こ
うよ！楽しもうよ！ふれあいの輪を広げよう
よ！」をスローガンにがんばります。

■ふれあい地区館の紹介
◦ふれあい地区館事業は、平成 2 年 4 月に『生涯学習の町ＡＭＩ』を目指してスタートし、今年度で 26

年目を迎えました。「いつでも」「どこでも」「だれでも」を合い言葉に各行政区の集会施設等に出向き、
地域の要望に沿った事業を展開する“届ける生涯学習”を中心に、町民ひとりひとりが身近で気軽に学
習できるようにすることを、ねらいとしています

■ふれあい地区館全体での合同事業
◦ふれあいスポーツ交流会11月 22日（日）

町民体育館を会場に、ソフトバレーボールと輪投げの 2 競技で 8 地区館の交流戦を行います。
※各地区館事業の詳細は、各ふれあい地区館事務局または生涯学習課（☎888ー2526）までお問い合わせください

事務局担当　　中島　惠子
第二小学校区の皆さまとの交流が充実する

よう、地域のニーズに沿った「お届け学習」
を中心に、ふれあい地区館活動を盛り上げて
いきます。

どうぞよろしくお願いいたします。

事務局担当　　木村　茂
地区の要望に沿った事業「お届け学習」を

中心に、地域の皆さまに楽しんで参加してい
ただけるようなふれあい地区館にしていきた
いと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

7 月：ショートテニス講習会＜成人＞
体力測定＜高齢者＞移動学習＜高齢者＞
手芸教室・移動学習＜女性＞

8月：自然観察会（霞ヶ浦湖畔）＜青少年育成＞
9月：議会傍聴＜高齢者＞
10月：ふれあい地区館まつり・輪投げ大会＜全体事業＞
11月：ふれあいかくし芸大会＜高齢者＞
12月：押し絵教室＜女性＞

子ども料理教室＜青少年育成＞
1月：健康づくりハイキング＜成人・体育＞

子ども映画会＜青少年育成＞
3月：閉級式＜高齢者＞閉級式＜女性＞
※他に行政区への「お届け事業」も計画しています

●問い合わせ　かすみ公民館☎888 ー 8111
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のうちちゅうかんかんりじぎょう

農地中間管理事業
農業委員会事務局☎888ー1111（184・185）

農業者の皆さんにお知らせ！

農地中間管理事業
農地中間管理事業とは、経営規模を縮小する『出し手農家』から農地中間管理機構（茨城県農林振興公社）が

農地を借り入れ、公募に応募した規模拡大する『受け手農家』に、まとまった農地を貸し付けるものです。
県では、公益社団法人茨城県農林振興公社が農地中間管理機構の指定を受け、農地中間管理事業を実施して

います。

機構へ農地を貸したい人・借りたい人

農地を機構に貸したい人・借りたい人は随時受付をしております。詳細については下記までお問い合わ
せください。
●問い合わせ　茨城県農林振興公社　農地グループ☎029 ー 239 ー 7131

農地中間管理機構を活用することにより、農地の出し手に対して機構集積協力金が交付される場合がありま
す。機構集積協力金には次の 3 つがあります。

※農業経営基盤強化促進法に基づく利用権設定（農地の貸し借り）に対する『町農地流動化促進費補
助金』は、平成 28年 3月 31日（木）をもって廃止となります

農地中間管理機構のしくみ

農地の出し手に対する支援

地域集積協力金
地域内農地の一定割合以上が機

構に貸し付けられた場合、貸付面
積の割合に応じて、その地域に協
力金を交付します。

交付単価（平成 27 年度までの単価）

▼ 2割超 5割以下	 2 万円 /10a

▼ 5割超 8割以下	 2.8 万円 /10a

▼ 8	割超	 3.6 万円 /10a

経営転換協力金
経営転換やリタイヤする農業

者、農地の相続人が全自作地を
10 年以上機構に貸し付け、かつ
機構から受け手に貸し付けされた
場合に交付します。

交付単価

▼ 0.5ha 以下	 30 万円 / 戸

▼ 0.5ha 超 2.0ha 以下	50 万円 / 戸

▼ 2.0ha 超	 70 万円 / 戸

耕作者集積協力金
機構が借り受け若しくは所有し

ている農地等に隣接する農地を機
構に貸し付け、かつ機構から受け
手に貸し付けされた場合に、所有
者または耕作者等に対し協力金を
交付します。

交付単価（平成 27 年度までの単価）

▼ 2万円 /10a
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よかれんへいわきねんかんだより

●『おもちゃの病院』を同日開催します
壊れたおもちゃをご持参いただければ『おもちゃドクター』が直します。
おもちゃの診察は原則無料ですが、部品代・材料代等の実費をいただく場合

があります。修理できるおもちゃの種類など、詳しくは予科練平和記念館に
お問い合わせください。
▼受付時間：午前 10 時～午後 4 時　▼場所：予科練平和記念館ラウンジ
▼その他：事前申込不要。当日直接お越しください

夏休みに入った小学生や未就学児童を対象にしたイベントを開催します。
参加無料ですので、お気軽に遊びに来てください。遊びにきたついでに

予科練平和記念館で勉強をしていけば、自由研究の宿題も片付くかもしれ
ません。
▼日時：7 月 25 日（土）　午前 10 時～午後 4 時
▼場所：予科練平和記念館内ラウンジ・エントランス前
▼内容：▽屋外：ミニ SL（常時開催）　▽屋内：バルーンアート・的当て・パ

チンコ（常時開催）。腹話術・マジックは、❶午前 11 時～ 11 時 15 分
❷午後 1 時～ 1 時 15 分❸午後 3 時～ 3 時 15 分に開催予定

▼その他：事前申込不要。当日直接お越しください ▲バルーンアートの様子

予科練平和記念館だより
予科練平和記念館ホームページ　http://www.yokaren-heiwa.jp/

予科練平和記念館　☎891ー3344　業務時間：月曜日を除く午前 9 時～午後 5 時

予科練平和記念館では、戦後 70 周年にあたり、町民の皆さまからの原稿を募集しています。
戦争を回顧し、平和への願いを綴った原稿を募り、文集として編さんして後世に残すものです。「戦争体

験者」「陸海軍関係者」「ご遺族」など、町民の皆さまからのご投稿をお待ちしております。
お預かりした原稿は、平成 28 年 3 月に編集製本します。

▼原稿枚数：400 字詰め原稿用紙 4 ～ 10 枚程度（増減可）。写真添付可
▼提出期間：10 月 31 日（土）まで
▼提出方法：郵送または直接窓口に提出
▼その他：詳細は下記にお問い合わせください
▼問合せ：予科練平和記念館　☎891 ー 3344（月曜日を除く午前 9 時～午後 5 時）

▲おもちゃ病院の様子

◎学芸員のつぶやき
7 月ともなると夏も本番です。現在はあまり見かけませんが、戦前は夏にもなれば霞ヶ浦で海水浴ならぬ湖水浴

が日常的に行われていました。もちろん予科練生も霞ヶ浦やプールで水泳訓練を行っています。予科練生の手記を
読むと「初級」「中級」「上級」に区別されて水泳訓練が行われたようです。まったく泳げない「初級」の人は赤い帽子
をかぶらされ、なんとかひと夏で泳げるように厳しく訓練されました。7 月～ 8 月には水泳競技会が開催され、水
泳の他にも水上騎馬戦、飛び込みなどいろいろな競技が行われており、赤帽の人の苦労は余程のことだったと思わ
れます。

ただ海軍も無暗に厳しかった訳ではありません。事故には気をつかっていたようで、昭和 19 年の三重にあった予
科練教育部隊では水泳訓練前の「医者による診断」「体調管理」「準備運動の徹底」などの注意事項に関する指令達が
出されています。皆さまも泳ぐ際には、事前の準備を怠らぬようお気を付けください。

なつやすみミニイベント『予科練こども会』の開催

文集『（仮称）戦後 70周年に思う事』の原稿を募集
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●いぶきの丘阿見東フェスティバルに市民活動団体が参加しました
4 月 29 日（水）に阿見吉原地区の『ふれあいの杜公園』で行われ

た『いぶきの丘阿見東フェスティバル』にて、NPO 法人『AMI& 
YOU』と県立医療大学ボランティア『BORA ぼらんてぃあ』が、
ゴム鉄砲作り・巨大シャボン玉・折り紙などの体験教室を開き、子
どもたちを始めとする多くの皆さまに楽しんでいただきました。

NPO 法人『AMI&YOU』は、『BORA ぼらんてぃあ』の協力を得
て、子どもたちに「ものを作る楽しみを伝えたい」と公民館等で
活動しています。

活動に興味がある人など参加希望の皆さまは、ぜひ下記にご連
絡ください。

町民活動センター　☎888ー2051　／　町民活動推進課　☎888ー1111（272）

「阿見町文化財調査研究会（民話班）」

『町民活動センター』は、町民の皆さんの社会貢献活動、いわゆる『市民活動』を支援しながら、市民活動団
体と個人のボランティアをつなぐお手伝いをしています。市民活動団体の自主的な運営をサポートするほか、
市民活動団体・企業・行政等の異なる特徴を持つ各主体が連携しやすい環境をつくり、協働によるまちづくりを
推進しています。

当会は、町文化財調査研究会の一調査班として平成 4 年頃に発足しました。町教育委員会の文化財保護審
議会委員の手助けをする組織として編成され、民話班の他に樹木班・古文書班・石造物班・建造物班などがあり
ます。その中でも民話班は、次の世代に伝えたい町内外に関わる話題や伝説、昔話などを含む民話を収集･記
録し、町民の皆さまに読んでいただくことを目的に活動しており、
毎年秋の町文化財展に出展しています。

町内に伝わる温かい人情の中で生まれてきた祭事にまつわる
話、それぞれの地区にひっそりと語り継がれた物語など、多くの
昔話を収めた『阿見の昔ばなし』、海軍に関わる歴史的な話や民俗
的な話などを約 120 話収めた『爺さんの立ち話』は、大変好評を
いただき、町内の図書館・各ふれあいセンター・各公民館等に展示
してあります。

町の文化遺産継承のため、今後とも皆さまのご協力を賜りたい
と願っておりますので、私たちの活動に関心のある皆さまのご入
会をお待ちしております。

問 合 せ　『阿見町文化財調査研究会（民話班）』　代表　八木　☎ 887－ 1745　赤堀　☎ 887 － 3869

問 合 せ　NPO 法人『AMI&YOU』　理事長　下仲　☎ 887 － 5228　事務局長　大津　☎ 887－ 1765

▲民話班で調査・収集・記録をしている赤堀さん

阿見町の地域貢献・
 社会貢献活動団体

▲フェスティバル内で行われた体験会

■活動報告コーナー

人がつながるまちづくり
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〈広告欄〉

だんじょきょうどうさんかくせんげん

■出前講座を実施しています
男女共同参画社会推進会議の検討部会では、男女共同参画社会の形成の促進
に関する諸問題について出前講座を実施しています。講座は、女性の視点か
らわかりやすくまとめた内容となっており、行政区・各種団体・サークル単位
でもご利用いただけます。
▼申込方法

町民活動推進課男女共同参画室へ直接お電話で申し込みください。
▼講座内容
❶地域防災について　❷DV・虐待・子育てについて　❸男女共同参画社会
について　❹老い支度（エンディングノート内容・書き方）・孫育てについて

※講座は内容・時間等ご希望に応じ対応致しますので、ご相談ください。

町民活動推進課男女共同参画推進室☎888ー1111（271）

町男女共同参画センターを
ご利用ください

町男女共同参画センター
町男女共同参画センターは、職場・地域・家庭などのあらゆる場で、男女が平等に社会参画し、いきいきと安

心して暮らしていけるための学習・活動・交流の場として、男女を問わずご利用できる施設です。

■概要
▼所在：阿見町中央 1－ 4 － 8 神林ビル 201 号室
▼電話・ファクシミリ：896 － 3181
▼開所時間：午前 9 時～午後 5 時　月～金曜日
　　　　　　※土・日・祝祭日は休み
▼その他：会議スペース定員 18 人
　※個人でも団体でもお気軽にご活用ください

■業務内容
▼男女共同参画についての情報の収集と提供
▼女性の自立のための学習や研修の場の提供
▼男女共同参画の交流促進と市民活動の支援
▼男女共同参画等についての相談業務

▲センターの外観 ▲センター内の様子

町防災行政無線の午後 5時のミュージックチャイム『やさしい町で』
町防災行政無線が午後 5 時に放送しているミュージックチャイムは、町男女共同参画推進歌『やさしい町で』

の一部です。　　●町男女共同参画推進歌『やさしい町で』▼作詞：石井早苗さん▼作曲：西川幸子さん

▲出前講座『地域防災』の様子
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〈広告欄〉

ぜいきんのうふ

収納課☎888ー1111（146・148）

平成 27 年度から国民健康保険税の納付書に全納用の納付書が追加されます（前納報奨金はつきません）。

全納を希望される場合は全納用納付書、期別ごとに納付される場合は期別用納付書をお使いいただき、納期

限までに納付してください。

国民健康保険税の全納用納付書が追加されます

●納付の際の注意点

▼二重納付を防止・期別の順番を間違えないために、税目や期別を再度ご確認ください

▼コンビニエンスストアで納付する場合は、内容を確認しませんので二重納付には特にご注意ください

▼コンビニエンスストアは、納期限が過ぎた納付書や納付書 1枚の金額が 30万円以上の場合は納付でき

ません　※『納付書裏面に記載されている納付場所』での納付をお願いします

なお、平成 27 年度の口座振替につきましては、期別毎に振替します。

平成 28 年度から全納を受け付けますので、ご希望の人は下記までお問い合わせください。

●問い合わせ	 役場☎888 ー 1111▼収納課（146・148）▼国保年金課（131・132）

町では例年 7 月・12 月の年 2 回、町税等に未納のある人に対して『納付催告書』を送付しています。

『納付催告書』が届いた場合は、記載のある町税等が未納となっていますので、『納付催告書』に記載された

指定期限までに納付してください。

指定期限までに納付・連絡がない場合、税負担の公平性を保つために滞納処分を行う場合があります。

指定期限までの納付が難しい場合は、納税相談を随時受け付けていますので、電話連絡のうえ収納課までお

越しください。

なお、催告書が到達する前に納付済みの場合は行き違いですのでご容赦ください。

町税等の納付催告書を送付しています！

国民健康保険税・町税等の国民健康保険税・町税等の国民健康保険税・町税等の国民健康保険税・町税等の
納付について納付について納付について納付について納付について
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調
査
員

で
あ
る
小
島
一
夫
さ
ん
が
、
平
成

27
年
春
の
褒
章
に
お
い
て
藍
綬
褒

章
を
受
章
さ
れ
、
町
長
へ
の
報
告

の
た
め
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

小
島
さ
ん
は
、
昭
和
45
年
か

ら
平
成
22
年
ま
で
40
年
間
に
渡

り
、
国
勢
調
査
9
回
・
工
業
統
計

調
査
13
回
な
ど
合
計
64
回
の
統

計
調
査
で
調
査
員
と
し
て
ご
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

5 月 18 日

5 月 27 日

■
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
阿
見
工
場

一
般
向
け
見
学
開
始

5
月
27
日
、
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
阿

見
工
場
が
6
月
か
ら
一
般
向
け
の
工

場
見
学
を
開
始
す
る
こ
と
に
伴
い
、

天
田
町
長
が
阿
見
東
部
工
業
団
地
内

の
同
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

同
工
場
は
、
国
内
最
大
級
の
乳

製
品
生
産
工
場
と
し
て
、
平
成
26

年
11
月
か
ら
本
格
稼
働
し
て
い
ま

す
。
無
料
の
工
場
見
学
は
7
日
前

ま
で
に
電
話
予
約
（
同
工
場
☎

8
2
9
ー

5
2
3
6
）
が
必
要
で
、

平
日
の
午
前
10
時
と
午
後
2
時
の

1
日
2
回
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
今
後
、
工
場
見
学
を

町
の
産
業
観
光
の
拠
点
と
し
て
、

観
光
・
教
育
等
の
振
興
を
図
る
と

共
に
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

■

春
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
実
施

5
月
12
日
、
春
の
交
通
安
全
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
牛
久
地
区
交
通
安
全
協

会
阿
見
支
部
、
阿
見
交
通
安
全
母

の
会
等
、
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
に

加
え
、
霞
ヶ
浦
高
等
学
校
か
ら
も

学
生
約
20
人
が
参
加
し
、
通
行
人

や
運
転
手
へ
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

と
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。
町
で
は
、
今
後
も
各

種
団
体
と
連
携
し
、
交
通
安
全
啓

発
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

5 月 11 日

■

日
本
釣
具
用
品
工
業
会

舟
溜
ま
り
水
中
清
掃
実
施

5
月
11
〜
15
日
、
一
般
社
団
法

人
日
本
釣
具
用
品
工
業
会
が
大
室

お
よ
び
島
津
に
あ
る
舟
溜
ま
り
の

水
中
清
掃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実

施
し
ま
し
た
。
当
日
は
ス
キ
ュ
ー

バ
潜
水
士
4
人
が
水
中
清
掃
を
行

い
、
補
助
員
5
人
が
舟
溜
ま
り
周

辺
の
ゴ
ミ
回
収
も
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
水
中
清
掃
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
2
回
目
の
実
施
と
な
り

ま
す
。あ
り
が
と
ご
ざ
い
ま
し
た
。

まちのできごと



広報あみ 7 月号通常版　2015.6.26　30

〈広告欄〉

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

Information
Information

■
環
境
政
策
課
か
ら

●
家
庭
で
育
て
た
『
緑
の
カ
ー
テ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
』
参
加
者
募
集

二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
に
よ
る
地

球
温
暖
化
防
止
に
効
果
の
あ
る
「
緑

の
カ
ー
テ
ン
」
へ
の
取
り
組
み
を
推

進
す
る
た
め
、
環
境
政
策
課
と
ア
ミ

エ
コ
ク
ラ
ブ
の
共
催
に
よ
る
『
緑
の

カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
』
を
実
施
し

ま
す
。
優
秀
な
応
募
作
品
（
写
真
）

に
は
、
こ
の
事
業
に
後
援
を
い
た
だ

い
た
阿
見
町
商
工
会
と
木
村
塾
か
ら

賞
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

▼
対
象	

町
内
に
居
住
し
て
い
る
世

帯
が
育
て
た
『
緑
の
カ
ー
テ
ン
』

で
あ
る
こ
と

▼
応
募
期
間	

8
月
24
日（
月
）〜
9

月
11
日（
金
）ま
で

▼
応
募
方
法	

▼
応
募
は
指
定
の
用

紙
を
使
用
し
て
、
写
真
2
枚
を
貼

付
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
用
紙
は
、
環
境
政
策
課
・

各
公
民
館
・
各
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
に
て
配
布
▼
応
募
等
の
詳
細

は
、
広
報
あ
み
8
月
号
通
常
版

に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

▼
そ
の
他	

応
募
作
品
は
10
月
頃
、

各
公
民
館
等
の
ロ
ビ
ー
に
展
示

●
動
物
の
遺
棄
（
捨
て
る
こ
と
）
は

犯
罪
で
す

毎
年
、
子
猫
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
に
入

れ
て
放
置
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
動
物
を
捨
て
る
こ
と
は
犯
罪

で
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
は
、
終
生
飼

養
に
努
め
や
む
を
得
ず
飼
え
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
新
し
い
飼
い
主
を
探

す
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
み

だ
り
に
繁
殖
す
る
こ
と
を
防
止
す
る

た
め
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
ま
し
ょ

う
。
町
で
は
、
動
物
の
遺
棄
事
件
を

発
見
し
た
場
合
は
、
警
察
に
連
絡
し

厳
正
に
対
処
し
ま
す
。

●
不
妊
去
勢
手
術
費
用
の
補
助
金
交
付

飼
養
す
る
犬
お
よ
び
猫
の
不
妊
去

勢
施
術
費
用
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
補
助
金
の

申
請
方
法
等
、
詳
し
い
こ
と
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
飼
い
主
は
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

飼
わ
れ
て
い
る
猫
が
よ
そ
の
家
の

庭
で
フ
ン
を
し
た
り
、
犬
を
散
歩
さ

せ
て
い
る
人
が
フ
ン
を
片
付
け
て
い

か
な
い
な
ど
、
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
フ
ン

の
始
末
は
飼
い
主
の
義
務
で
す
。
周

辺
の
生
活
環
境
に
配
慮
し
た
飼
い
方

直
接
ご
来
場
く
だ
さ
い
）

▼
問
合
せ	

阿
見
町
囲
碁
同
好
会

田
中
☎
8
4
1
ー

2
2
7
0

■
熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

熱
中
症
の
発
生
は
7
〜
8
月
が

ピ
ー
ク
で
す
。
室
内
で
何
も
し
て

い
な
い
と
き
で
も
発
症
す
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。
場
合
に
よ
っ

て
は
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け

て
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

●
熱
中
症
の
対
策

▼
水
分
・
塩
分
補
給　

の
ど
の
乾
き

を
感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま
め
な
水

分
・
塩
分
の
補
給
を
す
る

▼
熱
中
症
に
な
り
に
く
い
室
内
環
境

扇
風
機
・
エ
ア
コ
ン
の
利
用
、
室

温
の
上
が
り
に
く
い
環
境
づ
く
り

（
す
だ
れ
・
遮
光
カ
ー
テ
ン
）

▼
体
調
に
あ
わ
せ
た
対
策　

通
気
性

の
よ
い
吸
湿
・
速
乾
の
衣
服
着
用

▼
体
外
出
時
の
注
意　

日
傘
や
帽
子

の
利
用
、
暑
い
日
や
暑
い
時
間
帯

は
で
き
る
だ
け
外
出
を
避
け
る

●
も
し
、
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を

み
か
け
た
ら　

涼
し
い
場
所
へ
避

難
さ
せ
、
衣
服
を
脱
が
せ
て
体
を

冷
や
し
、
水
分
・
塩
分
を
補
給
さ
せ

ま
し
ょ
う
。
自
力
で
水
が
飲
め
な

い
・
意
識
が
無
い
場
合
な
ど
は
す
ぐ

に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ	

県
保
健
予
防
課
健
康
危

機
管
理
対
策
室
☎
0
2
9
ー

3
0
1

ー

3
2
1
9

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
犬

は
一
生
に
一
回
の
登
録
と
鑑
札
を
つ

け
て
お
く
こ
と
、
狂
犬
病
予
防
接
種

を
毎
年
受
け
注
射
済
票
を
付
け
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ	

環
境
政
策
課
☎

8
8
8
ー

1
1
1
1（
1
1
7
）

■
ス
ト
ッ
プ
!『
マ
タ
ハ
ラ
』

妊
娠
・
出
産
・
産
休
・
育
休
な
ど
を

理
由
と
す
る
解
雇
・
雇
い
止
め
・
降
格

な
ど
の
不
利
益
な
取
り
扱
い
（
い
わ

ゆ
る
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」、「
マ
タ
ハ
ラ
」）
は
、
男
女
雇

用
機
会
均
等
用
お
よ
び
育
児
・
介
護

休
業
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

左
記
で
相
談
内
容
に
応
じ
た
解
決

策
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
施
（
無
料
）

し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ	

茨
城
労
働
局
雇
用
均
等

室　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

☎
0
2
9
ー

2
2
4
ー

6
2
8
8

阿
見
町
囲
碁
同
好
会
か
ら

■
『
夏
季
囲
碁
大
会
』
参
加

者
募
集

▼
期
日	

7
月
19
日（
日
）

▼
時
間	

▼
受
付
：
午
前
9
時
か
ら

▼
対
局
：
9
時
30
分
か
ら

▼
場
所	

中
央
公
民
館
2
階
和
室
他

▼
参
加
料	

▼
一
般
：
5
0
0
円

▼
高
校
生
以
下
：
無
料　

※
昼
食
・

飲
み
物
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い

▼
そ
の
他	

事
前
申
込
不
要
（
当
日

おしらせ
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音
楽
で
元
気
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

●
『
サ
マ
ー
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
』
開
催

気
軽
に
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
？　

迫
力
の
あ
る
生
演
奏
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時	

7
月
26
日（
日
）午
後
2
時

開
演（
開
場
：
午
後
１
時
30
分
）

▼
場
所	

本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
出
演
者	

エ
ヘ
ラ
バ
ン
ド
・
山
田

幸
美

▼
入
場
料	

無
料

▼
そ
の
他	

事
前
申
込
不
要
。
当
日

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ	

本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
☎
8
3
0
ー

5
1
0
0

■
夏
休
み
学
習
コ
ー
ナ
ー
の

開
設

夏
休
み
期
間
中
、
小
・
中
・
高
校
生

の
学
習
の
場
と
し
て
、
各
公
民
館
等
ロ

ビ
ー
の
一
部
を
左
記
の
と
お
り
開
放
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
期
日	

7
月
18
日（
土
）〜
８
月
30

日（
日
）

▼
時
間	

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

※
小
学
生
は
午
後
５
時
ま
で

▼
実
施
す
る
施
設	

▼
君
原
公
民
館

▼
か
す
み
公
民
館
▼
本
郷
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
▼
舟
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー　

※
中
央
公
民
館
は
耐
震
工
事
の

た
め
今
年
度
は
実
施
し
ま
せ
ん

▼
そ
の
他	

毎
週
月
曜
日
と
7
月
21

日（
火
）は
休
館

▼
問
合
せ	

生
涯
学
習
課
（
中
央
公

民
館
内
）
☎
8
8
8
ー

2
5
2
6

■
町
国
際
交
流
協
会
か
ら

友
好
都
市
で
あ
る
中
国
柳
州
市
か

ら
文
化
友
好
訪
問
団
が
、
7
月
31
日

（
金
）〜
4
日（
火
）の
日
程
で
来
町
す

る
こ
と
に
伴
い
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
募
集
お
よ
び
中
国
伝
統
文
化
の

実
演
や
交
流
会
を
実
施
し
ま
す
。

❶
中
国
柳
州
市
文
化
友
好
訪
問
団
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

▼
期
間	

7
月
31
日（
金
）夕
方
〜
8

月
4
日（
火
）朝
ま
で
の
4
泊
5
日

▼
内
容 

ご
家
庭
で
の
宿
泊
・
食
事
、

滞
在
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
へ

の
送
迎
な
ど

▼
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
予
定
者	

▼
水
墨
画
家
：
男
性
1
人

▼
古
琴
演
奏
者
：
男
性
3
人
・
女
性

3
人

▼
中
学
校
音
楽
教
諭
：
女
性
1
人

▼
中
学
生
：
男
性
2
人
・
女
性
1
人

▼
通
訳
：
男
性
1
人
・
女
性
1
人

▼
中
国
柳
州
市
友
好
協
会
役
員
：

女
性
2
人（
内
通
訳
1
人
）

▼
そ
の
他	

▼
興
味
の
あ
る
人
に
は

事
務
局
よ
り
ご
説
明
い
た
し
ま
す

▼
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
は
事
前

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
▼
一
部
費

用
補
助
あ
り
▼
通
訳
手
配
を
ご
希

望
の
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

❷
中
国
古
琴
と
日
本
琴
の
共
演

▼
期
日	

8
月
1
日（
土
）

▼
時
間	

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所	

か
す
み
公
民
館

▼
参
加
料	

無
料

▼
そ
の
他	

水
墨
画
家
の
実
演
・
作

品
展
示
も
同
時
に
開
催
し
ま
す

■
自
衛
官
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

▼
受
験
資
格	

採
用
予
定
月
の
1
日

現
在
で
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間	

▼
男
子
：
年
間
を
通

じ
て
受
付
▼
女
子
：
8
月
1
日

（
土
）〜
9
月
8
日（
火
）

▼
試
験
期
日	

▼
男
子
：
受
付
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
▼
女
子
：
9
月

25
日（
金
）〜
29
日（
火
）ま
で
の
う

ち
指
定
す
る
1
日

●
一
般
曹
候
補
生

▼
受
験
資
格	

平
成
28
年
4
月
1
日

現
在
で
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間	

8
月
1
日
（
土
）〜

9
月
8
日（
火
）　

※
必
着

▼
試
験
期
日	

▼
1
次
：
9
月
18
日

（
金
）・
19
日（
土
）の
う
ち
指
定
す
る

1
日
▼
2
次
：
10
月
8
日（
木
）〜
14

日（
水
）ま
で
の
う
ち
指
定
す
る
1
日

●
航
空
学
生

▼
受
験
資
格	

平
成
28
年
4
月
1
日

現
在
で
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未

満
の
人

▼
受
付
期
間	

8
月
1
日（
土
）〜
9

月
8
日
（
火
）　

※
締
切
必
着

▼
試
験
期
日	

▼
1
次
：
9
月
23
日

（
水
）▼
2
次
：
10
月
17
日（
土
）〜

22
日（
木
）ま
で
の
う
ち
指
定
す
る

1
日
▼
3
次
：
11
月
14
日（
土
）〜

12
月
17
日（
木
）ま
で
の
う
ち
指
定

す
る
日

※
場
所
は
別
途
各
人
に
通
知
し
ま
す

●
問
合
せ	

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力

本
部
龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所

☎
0
2
9
7
ー

6
4
ー

3
3
5
1

❸
中
国
柳
州
市
文
化
友
好
使
節
団
と

の
町
民
交
流
会
開
催

▼
期
日	

8
月
3
日（
月
）

▼
時
間	

午
後
6
時
〜
8
時

▼
場
所	

茨
城
大
学
農
学
部
『
こ
ぶ

し
会
館
』

▼
参
加
料	

▼
大
人
2
0
0
0
円

▼
高
校
生
・
大
学
生
1
0
0
0
円

▼
中
学
生
以
下
無
料

●
申
込
方
法	

❶
7
月
10
日（
金
）ま

で
❷
❸
7
月
28
日（
火
）ま
で
に
電

話
ま
た
は
直
接
左
記
に
申
し
込
む

●
問
合
せ	

町
国
際
交
流
協
会
事
務

局
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1（
2
9
2
）

※
火
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午

後
4
時

■
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら

●
入
会
説
明
会
開
催　

当
セ
ン
タ
ー

の
趣
旨
に
賛
同
し
、
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
町
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人
が
対
象
（
入
会
承
認
制
）

▼
期
日	
7
月
7
日（
火
）

▼
時
間	
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所	
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ
わ

や
か
セ
ン
タ
ー
』
別
館
）

●
『
マ
イ
ホ
ー
ム
の
ミ
ニ
営
繕
』
引

き
受
け
ま
す　

軽
易
な
大
工
仕

事
、
ふ
す
ま
・
網
戸
の
張
り
替
え
、

庭
木
の
せ
ん
定
、
草
刈
り
な
ど

●
問
合
せ	

（
公
社
）
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
☎
8
8
8
ー

2
0
3
6

おしらせ
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役場開庁時間（土・日・祝日・年末年始を除く）
午前 8時 30分～午後 5時 15分
※日曜開庁あり（『広報あみ』お知らせ版参照）

『広報あみ』は、毎月第 2・4（12月は第 3）金曜日発行です。
下記公共施設等にも備えてありますので、ご利用ください。
▼公共施設：役場 1 階北側玄関、仮設庁舎 1 階、役場 2 階秘

書課、うずら出張所、総合保健福祉会館『さわやかセンタ
ー』、中央・かすみ・君原の各公民館、本郷・舟島の各ふれ
あいセンター、予科練平和記念館、町民活動センター
▼その他の施設：阿見・中央一・阿見原・青宿・実穀・君原の

各郵便局、常陽銀行阿見・荒川沖東の各支店、筑波銀行
阿見・荒川本郷の各支店、水戸信用金庫阿見支店、茨城
県信用組合阿見支店

●人口と世帯●
▽ 6 月 1 日現在
▽常住人口ベース
▽（　）内は前月比
▽情報政策課調べ

●公共機関電話番号●●防災行政無線フリーダイヤル●
防災行政無線で放送された内容は、下記の

フリーダイヤルの電話でも確認することがで
きます。（通話料は無料です）

うずら出張所 
☎ 841 ー 1167
健康づくり課 
☎ 888 ー 2940
障害福祉課 
☎ 888 ー 2943
福祉センターまほろば 
☎ 887 ー 3969
地域子育て支援センター 
☎ 891 ー 2772
阿見消防署 
☎ 887 ー 0119
火災情報案内 
☎ 887 ー 2600
上下水道課 
☎ 889 ー 5151
霞クリーンセンター 
☎ 889 ー 0091
中央公民館 
☎ 888 ー 2526
君原公民館 
☎ 889 ー 1363

かすみ公民館 
☎ 888 ー 8111
本郷ふれあいセンター 
☎ 830 ー 5100
舟島ふれあいセンター 
☎ 840 ー 2761
図書館 
☎ 887 ー 6331
総合運動公園 
☎ 889 ー 2788
教育相談センター 
☎ 888 ー 1225
町民活動センター 
☎ 888 ー 2051
町男女共同参画センター 
☎ 896 ー 3181
消費生活センター 
☎ 888 ー 1871
町民ダイヤル（休日当番医
・定例相談等のテレホンサ
ービス）☎ 887 ー 6600

●定例相談●
人権相談／行政相談
日　　時	 7 月 9 日（木）　午前 10 時～午後 3 時
場　　所	 総合保健福祉会館 2 階大会議室 A
問い合わせ	 総務課☎ 888ー 1111（215）
子育て相談
電話・来所相談	 月～金曜日 午前 9 時～午後 4 時
場　　所	 中郷保育所内
訪問相談	 随時受付
問い合わせ	 地域子育て支援センター☎ 891ー 2772
教育相談
日　　時	 火～金曜日 午前 9 時～午後 3 時
場　　所	 図書館となり
問い合わせ	 教育相談センター☎ 888ー 1225
心配ごと相談
日　　時	 水曜日 午後 1 時～ 4 時
弁護士相談	 月 1 回午後 1 時～ 3 時 30 分（毎週水曜日の心

配ごと相談にて要予約）
場　　所	 総合保健福祉会館相談室
問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー 0084
高齢者総合相談
日　　時	 月～金曜日 午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
場　　所	 町社会福祉協議会内
問い合わせ	  町地域包括支援センター☎ 887ー8124
消費者相談
日　　時 月～金曜日　午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時
場　　所 役場 1 階町消費生活センタ－
問い合わせ 町消費生活センタ－☎ 888ー1871
交通事故相談
日　　時	 月～金曜日、午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4

時 45 分
弁護士相談	 水曜日　午後 1 時～ 4 時［要予約］
場　　所	 県土浦合同庁舎
問い合わせ	 県南地方交通事故相談所☎ 823ー 1123

阿見消防署管内調べ
出場件数 165 件（ 797）

※救急車の適正な利用を
お願いします

急　　病 101件（ 494)
交通事故 23件（ 111)
一般負傷 20件（ 107)
そ の 他 21件（ 85)
合　　計 165件（ 797)

7 月の納税等
固定資産税（2 期）
国民健康保険税（1 期）
後期高齢者医療保険料（1 期）
納期限 7月 31日（金）

8 月の納税等
町・県民税（2 期）
国民健康保険税（2 期）
後期高齢者医療保険料（2 期）
介護保険料（3 期）
納期限 8月 31日（月）

救急車出動状況　5月（年累計）

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

●総人口　48,027 人 ( － 16）
●男　性　23,823 人 ( － 12）
●女　性　24,204人 (－ 4）
●世帯数　19,085世帯 (＋ 6）

●あみメール登録お願いします●
ス マ ー ト フ ォ ン・携 帯 電 話 で
t-ami@sg-m.jp宛てに空メール
を送信するか、または左記 QR コ
ードを読み取り、専用サイトにア
クセスして登録してください。▲ＱＲコード

0120-131-813


